
「
広
報
い
た
く
ら
」
が
600号

「
広
報
い
た
く
ら
」
が
600号

今
年
、
板
倉
保
育
園
が
50周

年
を
迎
え
ま
す
。
広
報
い
た
く
ら
も
町
民
の
み
な
さ
ん
に
支
え

ら
れ
て
、
今
月
号
で
600号

に
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
よ
り
親
し
ま
れ
る
広
報
紙
を
目

指
し
ま
す
。（
板
倉
保
育
園
の
園
児
た
ち
）
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昭
和　

年
２
月
１
日
、人
口
１
９，
８
０

30

４
人
、戸
数
３，
２
４
９
戸
で
ス
タ
ー
ト
し

た
板
倉
町
で
、横
長
紙
面
４
ペ
ー
ジ
の『
町

だ
よ
り
』
が
産
声
を
上
げ
ま
し
た
。
少
し

な
じ
み
に
く
い
活
字
や
表
現
が
使
わ
れ
て

は
い
ま
す
が
、
日
本
が
戦
後
復
興
を
目
指

し
た
時
代
を
想
像
さ
せ
る
記
事
、
新
し
い

ス
タ
ー
ト
に
明
る
さ
を
に
じ
ま
せ
た
創
刊

号
で
し
た
。

　
　

年
目
の
昭
和　

年
２
月
、
今
も
変
わ

10

40

ら
ず
、月
に
一
回
発
行
さ
れ
る
広
報
紙
は
、

縦
長
紙
面
２
ペ
ー
ジ
の『
広
報
い
た
く
ら
』

と
し
て
装
い
を
新
た
に
し
ま
す
。
有
線
放

送
や
ビ
ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス
の
普
及
、
囲
み
記

事
『
茶
の
間
の
話
題
』
に
は
、
町
内
に
配

ら
れ
た
柿
の
木
が
、　

年
を
経
て
３
メ
ー

10

ト
ル
に
も
生
長
し
た
様
子
が
取
り
上
げ
ら

れ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、広
報
係
か
ら
は
、

「
役
場
に
は
、町
民
か
ら
の
投
書
を
捨
て
る

ど
ん
な
ク
ズ
カ
ゴ
も
あ
り
ま
せ
ん
」の
ス

ロ
ー
ガ
ン
が
載
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

創
刊
か
ら　

年
が
過
ぎ
た
昭
和　

年
４

14

44

月
、
暮
ら
し
も
豊
か
に
な
り
始
め
、「
道
路

は
車
の
洪
水
」
と
な
っ
た
中
で
、
紙
面
は

４
ペ
ー
ジ
に
な
り
、
交
通
事
故
防
止
の
呼

び
か
け
や
電
話
普
及
の
様
子
を
伝
え
て
い

ま
す
。
そ
れ
ま
で
は
行
政
だ
け
で
担
当
し

て
き
た
広
報
作
り
。
こ
の
こ
ろ
に
、
町
民

８
名
が「
広
報
委
員
」と
し
て
加
わ
り
ま
す
。

■
１
号（
昭
和　

年
２
月　

日
発
行
）

30

28

「
町
だ
よ
り
」と
し
て
、毎
月
１
回
、月
末
発

行
。Ｂ
５
版
横
、４
ペ
ー
ジ

■
１
２
８
号（
昭
和　

年
２
月　

日
発
行
）

40

25

合
併　

周
年
記
念
号
で「
広
報
い
た
く
ら
」

10

と
名
称
を
新
た
に
す
る
。毎
月
１
回
、　

日
25

発
行
。Ｂ
４
版
縦
、２
ペ
ー
ジ

タ
イ
ト
ル
ロ
ゴ
・
デ
ザ
イ
ン
変
更

■
１
５
１
号（
昭
和　

年
１
月
号
）

42

　

毎
月
１
回
、１
日
発
行

■
１
９
１
号（
昭
和　

年
５
月
号
）

45

■レポーター

広報編集委員

景 山 佳 紀

創
刊
か
ら
半
世
紀
の
歩
み

〜
行
政
と
家
庭
を
結
ぶ
と
も
づ
な
〜

昭
和　

年
２
月　

日
、『
町
だ
よ
り
』
と
名
付
け
ら
れ
た
創
刊
号
が
発
行
さ

30

28

れ
ま
し
た
。
そ
れ
か
ら
半
世
紀
の
間
に
『
広
報
い
た
く
ら
』
と
名
前
を
変
え

て
板
倉
町
を
み
つ
め
て
き
た
広
報
紙
。
こ
の
７
月
号
で
６
０
０
号
を
迎
え
ま

し
た
。
今
月
は
、
こ
の
広
報
紙
の
昔
と
今
を
た
ど
っ
て
み
ま
し
た
。

　

広
報
い
た
く
ら
の
あ
ゆ
み

(3)( 3) 広報いたくら Ｈ16広報いたくら　Ｈ16．．７７．．１１

　

こ
の
こ
ろ
か
ら
４
ペ
ー
ジ
平
均
と
な
る

■
２
１
３
号（
昭
和　

年
４
月
号
）

47

デ
ザ
イ
ン
変
更
、毎
月
１
回
、　

日
発
行
。

10

Ａ
４
版
、６
ペ
ー
ジ
平
均
と
な
る

■
２
２
１
号（
昭
和　

年　

月
号
）

47

12

毎
月
１
回
、１
日
発
行
。

■
２
２
４
号（
昭
和　

年
３
月
号
）

48

紙
質
を
コ
ー
ト
紙
に
変
更

■
２
６
０
号（
昭
和　

年
３
月
号
）

51

Ａ
４
版
、　

ペ
ー
ジ
平
均
と
な
る

10

■『
板
倉
町
の
あ
ゆ
み
』広
報
縮
刷
版
発
行

（
昭
和　

年
２
月
）

52

■
３
３
０
号（
昭
和　

年
１
月
号
）

57

Ａ
４
版
、　

ペ
ー
ジ
平
均
と
な
る

12

■
４
２
０
号（
平
成
元
年
７
月
号
）

Ａ
４
版
、　

ペ
ー
ジ
平
均
と
な
る

14

■
４
７
７
号（
平
成
６
年
４
月
号
）

Ａ
４
版
、　

ペ
ー
ジ
平
均
と
な
る

18

■『
板
倉
町
の
あ
ゆ
み
』（
上
・
下
２
分
冊
）

　

広
報
縮
刷
版
発
行（
平
成
７
年
３
月　

日
）

31

■
５
０
１
号（
平
成
８
年
４
月
号
）

デ
ザ
イ
ン
変
更
、表
紙
・
裏
表
紙
２
色
刷
、

毎
月
１
回
、１
日
発
行
。Ａ
４
版
、　

ペ
ー

24

ジ
平
均
と
な
る

■
５
４
６
号（
平
成　

年
１
月
号
）

12

タ
イ
ト
ル
ロ
ゴ
変
更

■
５
８
３
号（
平
成　

年
２
月
号
）

15

Ａ
４
版
、　

ペ
ー
ジ
平
均
と
な
る

28

■
６
０
０
号（
平
成　

年
７
月
号
）

16

表
紙
・
裏
表
紙
カ
ラ
ー
刷
、毎
月
１
回
、１

日
発
行
。Ａ
４
版
、　

ペ
ー
ジ
平
均
と
な
る

32

《
各
公
民
館
で
広
報
縮
刷
版
が
見
ら
れ
ま
す
》

【第１号】
昭和30年２月

【第100号】
昭和37年12月

【第200号】
昭和46年３月号

【第300号】
昭和54年７月

【第400号】
昭和62年10月

【第500号】
平成８年３月

　

年
の
あ
ゆ
み

50

第
１
号
か
ら
１
０
０
号
ご
と
に
広
報
い
た
く
ら
の
あ
ゆ
み
を
ふ
り
返
り

ま
す
。
そ
の
と
き
ど
き
の
時
代
を
映
し
出
す
「
表
紙
」
は
、
町
の
歴
史

そ
の
も
の
で
す
。
み
ん
な
で
い
っ
し
ょ
に
歩
ん
で
き
ま
し
た
。

　昭和44年からの４年間、初

代広報委員を務められた森田

三夫さんに、当時のことを伺

いました。「広報委員になった

のは、役場の広報担当のかた

に勧められてのことでした。

私は、昭和30年ごろ、青年団の文化部で活動をしていたので、

調べものをしたり、ガリ版を刷っていた姿をどこかで見られ

たのかもしれません」と言います。「最初のころは前任者の

足跡もなく、ともかく自分たちで何かをという状態。広報委

員８人全員が月に１～２回集まることから始めました。今に

なって思えば、行政だけで作ってきた広報が、どのように町

民に親近感を持ってもらえるようにするのか。それが最初の

目標でした」。

　記事作りについての思い出を伺うと、「『人物発掘』という

コーナーで、北海老瀬生まれの『 相  の  川  又  五  郎 』という博徒
あい 　 かわ また ご ろう

を取り上げたことがあります。又五郎は幕末に生き、官軍に

参加したのですが、彼の足跡を追って、栃木県の藤岡町や大

平町まで足を伸ばして記事にしました。広報に載せて３年ぐ

らいたったころ、又五郎に関心を持つ横浜のかたから突然電

話をいただきました。取材では追えなかった又五郎の足跡に

ついて親しく話しました。その後、新潟県の佐渡のかたから

もお手紙をいただきました。広報っていうのは、案外、遠く

まで流れて行くのだなあと、うれしい反面、怖いなあと感じ

たのを覚えています」。

　すでに家業を息子さんに譲られた今、趣味のデジカメを楽

しみながら、神社やお寺の世話人として活躍されている森田

さん。続いて、作る立場からの広報紙について「環境が人を

創ると言いますが、広報委員を務めた当時、全く知らなかっ

た鎌倉時代や江戸時代のことを夢中で勉強しました。それ

が、30年たった今になって役立っているのが実感できます」

と、にこやかに語ってくださいました。

ともづなの苦労

初代広報委員

 森  田  三  夫 さん（岩田）
もり た みつ お

〈板倉保育園50周年〉
広報紙と同じ時期に、
保育園もできました
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広報委員になり、少しでも

町の活性化につながるお手

伝いが出来たらうれしいで

す。町と住民をつなぐ広報

紙。板倉に住んでよかった

と一人ひとりが思えるよう

な情報提供ができれば幸い

です。みなさんと協力して

楽しくやっていきたいです。

 橋  本  順  子 さん（大高嶋)
はし もと じゅん こ

「広報いたくら」は、いつも

笑顔満載ですね。板倉町に

はまだまだ知られていない

事がたくさんあると思いま

す。読んでいただくかたが

笑顔になれるようすばらし

い板倉町を楽しく探求して

いけたらと思います。よろ

しくお願いいたします。

 市  澤  美  津  子 さん（海老瀬）
いち ざわ み つ こ

私は、第７行政区の栃木定

夫と申します。板倉町の歩

みの中で、活躍されました

諸先輩がたの歴史を感じ、

私も、町民のみなさまの身

近な話題、情報を伝えられ

るようがんばりたいと思い

ますので、どうぞよろしく

お願いいたします。

 栃  木  定  夫 さん（離）
とち ぎ さだ お

「取材して記事を書く」そん

な広報の活動は全く初めて

の経験です。不安ばかりの

スタートですが、豊かな経

験をお持ちの委員のかたや

職員のみなさんからのアド

バイスをいただきながら板

倉らしいホットな記事が書

ければと考えています。

 岡  田 　 博 さん（飯野）
おか だ ひろし

日々の生活に追われる中

で、つい画面や耳からの情

報に頼り、苦手とする事に

は背を向けてきたように思

います。今回、編集委員を

やらせていただくことは、

私にとって色々な面で新鮮

な刺激となり、楽しい勉強

となることと思います。

 石  川  和  代 さん（岩田）
いし かわ かず よ

「
私
の
生
活
レ
シ
ピ
」や「
Ｆ
ａ
ｃ
ｅ
顔
」の
取
材
・
原
稿
執
筆
を
は

じ
め
、年
１
回
の「
特
集
号
」に
も
取
り
組
み
ま
す
。新
編
集
委
員
の

か
た
が
た
に
、
こ
れ
か
ら
の
抱
負
を
語
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

広
報
編
集
委
員
も　

年
目
を
迎
え
ま
す
。
い
ま

35

ま
で
に　

名
の
か
た
が
歴
任
。
そ
の
と
き
、
そ

76

の
と
き
に
、
新
し
い
風
が
吹
き
込
ま
れ
ま
し
た

広報編集委員
　現在の「ともづな」は、広報編集委員と名付けられ、10名で構成されています。

その委員のうち、５名のかたがたが、「新しい風」として加わりました。住民の視

点から身近な話題を伝えます。

広
報
紙
は
、住
民
の
視
点
に
立
ち
、親
し
み
や
す
く
理
解
を
深
め
て

い
く
た
め
の
も
の
で
す
。そ
の
広
報
紙
を
昨
年
度
ま
で
、支
え
て
い

た
だ
い
た
、 小  
沼  
真  
一 
さ
ん（
飯
野
）、 延  
山 
と
し 
江 
さ
ん（
岩
田
）、 宇 

こ 
ぬ
ま 
し
ん 
い
ち 

の
べ 
や
ま 

え 

う

 
治  
川  
周  
子 
さ
ん（
細
谷
）、 矢  
嶋  
京  
子 
さ
ん（
大
高
嶋
）、 小  
野  
光  
江 
さ

じ 
が
わ 
か
ね 
こ 

や 
じ
ま 
き
ょ
う 
こ 

お 

の 
み
つ 
え

ん（
海
老
瀬
）に
は
、長
年
に
わ
た
り
広
報
編
集
委
員
と
し
て
ご
活
躍

さ
れ
ま
し
た
。
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こ
こ
ま
で
、生
ま
れ
た
こ
ろ
の『
広
報
い

た
く
ら
』と
、そ
れ
を
作
っ
た
か
た
の
お
話

を
伺
い
な
が
ら
、そ
の
あ
ゆ
み
の
一
部
を

御
紹
介
し
ま
し
た
。そ
の
後
の　

年
余
り
、

30

『
行
政
区
リ
レ
ー
訪
問
』、『
カ
ッ
プ
ル
登

場
』、『
ミ
ニ
・
ニ
ュ
ー
ス
』な
ど
、年
配
の
か

た
に
は
、お
な
じ
み
の
コ
ー
ナ
ー
が
次
々

と
生
ま
れ
て
き
ま
し
た
。
タ
イ
ト
ル
こ
そ

変
わ
り
ま
し
た
が
、
町
民
の
か
た
が
た
の

活
躍
や
、
そ
の
時
代
時
代
で
生
活
に
必
要

な
情
報
を
提
供
し
な
が
ら
、
現
在
の
よ
う

な
紙
面
に
拡
大
し
て
き
ま
し
た
。

　

森
田
さ
ん
の
お
話
に
も
あ
る
よ
う
に
、

『
町
だ
よ
り
』
か
ら
『
広
報
い
た
く
ら
』
へ

の
衣
替
え
は
、「
行
政
の
お
知
ら
せ
」
と
い

う
片
側
通
行
の
よ
う
な
役
割
か
ら
、
広
く

町
民
の
意
見
を
取
り
入
れ
る
広
報
広
聴
と

い
う
双
方
向
の
役
割
へ
の
脱
皮
で
し
た
。

　

考
え
て
み
れ
ば
、
こ
の
広
報
が
見
つ
め

て
き
た　

世
紀
は
終
わ
り
、　

世
紀
の
今

20

21

で
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
使
っ
て
瞬
時

に
情
報
を
得
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。現
に
、

「
広
報
い
た
く
ら
」
は
、
役
場
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
、
い
つ
で
も
、
だ
れ
で
も
見
る

こ
と
が
で
き
る
時
代
に
な
り
、
紙
面
の
世

界
を
超
え
つ
つ
あ
り
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
、

「
う
ち
に
は
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
な
ん
て
な

い
し
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
も
知
ら
な
い
」

と
い
う
か
た
を
忘
れ
た
わ
け
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
で
も
、情
報
化
が
進
む
現
代
で
は
、

広
報
紙
が
求
め
て
き
た
双
方
向
の
情
報
交

換
が
確
実
に
実
現
で
き
ま
す
。

　

そ
ん
な
昨
今
、『
広
報
紙
』
な
ら
で
は
の

役
割
と
は
何
な
の
で
し
ょ
う
か
。そ
し
て
、

こ
の
記
事
を
読
み
進
め
る
間
に
、「
広
報

紙
、
広
報
委
員
、
行
政
の
う
ち
、
ど
れ
を

取
り
上
げ
た
か
っ
た
の
」
と
疑
問
を
持
た

れ
た
か
た
が
い
ら
っ
し
ゃ
る
と
思
い
ま

す
。
私
自
身
、
そ
の
問
い
掛
け
の
糸
口
を

探
り
た
か
っ
た
の
で
す
が
、
は
っ
き
り
と

し
た
答
え
は
見
つ
か
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

た
だ
、
こ
の
記
事
を
担
当
す
る
た
め
に
読

ん
だ
広
報
縮
刷
版
『
板
倉
町
の
あ
ゆ
み
』

に
、
一
つ
の
ヒ
ン
ト
を
見
つ
け
ま
し
た
。

昭
和　

年
２
月
、上
毛
新
聞
の
コ
ラ
ム『
三

49

山
春
秋
』
に
『
広
報
い
た
く
ら
』
が
紹
介

さ
れ
た
記
事
の
一
部
を
紹
介
し
ま
す
。

　
「�
毎
月
、
家
庭
に
配
布
さ
れ
る
地
味
な

広
報
紙
が
、
住
民
の
心
を
つ
な
ぎ
地
域
を

リ
ー
ド
し
て
行
く�
（
中
略
）
住
民
の
断
絶

を
招
く�
上
意
下
達�
の
精
神
を
き
っ
ぱ

り
捨
て
去
り
、
行
政
と
住
民
を
血
の
か

よ
っ
た
パ
イ
プ
で
つ
な
い
で
、
広
報
紙
の

あ
り
方
に
新
風
を
吹
き
込
む
、
こ
の
『
広

報
い
た
く
ら
』
の
紙
面
の
底
に
脈
打
つ
も

の
は
…
」

　

森
田
さ
ん
の
お
話
、
そ
し
て
、
紹
介
し

た
広
報
委
員
参
加
の
紙
面
作
り
か
ら
、
う

か
が
い
知
る
こ
と
が
で
き
た
の
は
、
や
は

り
、
舟
と
岸
と
を
つ
な
ぎ
止
め
る
『
艫
綱

（
と
も
づ
な
）』
で
し
た
。

『
町
だ
よ
り
』
か
ら
『
広
報
い
た
く
ら
』
へ
の
衣
替
え
は
、
片
側
通

行
の
よ
う
な
役
割
か
ら
、
広
く
町
民
の
意
見
を
取
り
入
れ
る
広
報

広
聴
と
い
う
双
方
向
の
役
割
へ
変
化
し
て
き
ま
し
た
。

舟
と
岸
と
を
つ
な
ぎ
止
め
る
艫
綱
（
と
も
づ
な
）

行
政
と
住
民
を
血
の
か
よ
っ
た
パ
イ
プ
で
つ
な

い
で
、
広
報
紙
の
あ
り
方
に
新
風
を
吹
き
込
む

「広報いたくら」はホーム
ページで見られます
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板
倉
町
第
４
次
総
合
計
画
を
実

現
す
る
た
め
の
計
画
的
な
事
業
実

施
と
進
行
管
理
の
た
め
に
、
基
本

計
画
に
沿
っ
て
具
体
的
に
事
業
を

計
画
し
た
実
施
計
画
を
定
め
ま
し

た
。
ま
た
、
経
費
節
減
と
事
業
の

実
効
性
を
確
保
す
る
た
め
、
本
計

画
を
予
算
編
成
の
指
針
と
し
ま
す
。

　

実
施
計
画
書
は
、
町
で
実
施
す

る
事
業
で
、
計
画
期
間
内
に
お
け

る
主
要
事
業
と
新
た
に
計
画
す
る

事
業
を
対
象
と
し
ま
す
。
今
年
度

は
、
主
に　

年
度
実
施
計
画
事
業

15

と
新
事
業
か
ら　

事
業
を
対
象
と

61

し
、
平
成　

年
度
か
ら　

年
度
を

16

18

中
長
期
的
に
計
画
し
て
い
ま
す
。

▼
学
校
指
導
員
配
置
事
業

　

高
齢
者
へ
の
尊
敬
の
心
を
育
て
、

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
力
を
高
め
る

た
め
、
指
導
員
を
配
置
し
ま
す
。

▼
中
学
生
海
外
研
修
派
遣
事
業

　

国
際
社
会
に
生
き
る
「
た
く
ま

し
い
板
倉
っ
子
」
育
成
の
た
め
、

中
学
生
を
海
外
へ
派
遣
し
ま
す
。

▼
外
国
青
年
招
致
事
業

　

幅
広
い
視
野
を
養
い
、
語
学
習

得
意
欲
を
高
め
る
た
め
、外
国
人
に

直
接
触
れ
る
機
会
を
つ
く
り
ま
す
。

▼
小
学
校
維
持
管
理
（
学
校
給
食

施
設
整
備
事
業
）

　

地
域
食
材
・
米
飯
給
食
を
行
い
、

衛
生
管
理
に
配
慮
し
た
給
食
室

に
、
改
修
し
ま
す
。

◆
小
・
中
学
校
施
設
維
持
管
理
事
業

　

小
・
中
学
校
の
施
設
の
維
持
・

管
理
の
た
め
の
事
業
で
す
。

第
４
章

一
人
一
学
を
め
ざ
す
ま
ち
づ
く
り

【
教
育
文
化
】

実
現
す
る
た
め
に

実
現
す
る
た
め
に

笑笑笑笑笑笑笑笑笑笑笑笑笑笑笑笑笑笑笑笑笑笑笑笑笑笑笑笑笑笑笑笑
顔顔顔顔顔顔顔顔顔顔顔顔顔顔顔顔顔顔顔顔顔顔顔顔顔顔顔顔顔顔顔顔
ああああああああああああああああああああああああああああああああ
ふふふふふふふふふふふふふふふふふふふふふふふふふふふふふふふふ
れれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれ
るるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるる
まままままままままままままままままままままままままままままままま
ちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちち
にににににににににににににににににににににににににににににににに

笑
顔
あ
ふ
れ
る
ま
ち
に

－－

光
と
水
と
ふ
れ
あ
い
の
学
園
都
市
・
板
倉

光
と
水
と
ふ
れ
あ
い
の
学
園
都
市
・
板
倉－－

明
る
く
住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り
の
た
め
、
都
市
環
境
や
生
活
環
境
の
整
備

明
る
く
住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り
の
た
め
、
都
市
環
境
や
生
活
環
境
の
整
備
、、

産
業
振
興
、
学
習
機
会
の
多
様
化
、
保
健
福
祉
の
充
実
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な

産
業
振
興
、
学
習
機
会
の
多
様
化
、
保
健
福
祉
の
充
実
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な

事
業
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
町
で
は
、
実

事
業
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
町
で
は
、
実
施
計
画
事
業
の

施
計
画
事
業
の
内
容
を
３

内
容
を
３
回
に
回
に

分
け
、

分
け
、
町
民
の
か
た
に
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。
ぜ
ひ
、
ご
覧
く
だ
さ
い

町
民
の
か
た
に
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。
ぜ
ひ
、
ご
覧
く
だ
さ
い
。。

Vol .２

第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第
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第
１
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まままままままままままままままままままままままままままままままま
ちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちち
づづづづづづづづづづづづづづづづづづづづづづづづづづづづづづづづ
くくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくく
りりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりり
施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施
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のののののののののののののののののののののののののののののののの
大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大

ま
ち
づ
く
り
施
策
の
大
綱綱綱綱綱綱綱綱綱綱綱綱綱綱綱綱綱綱綱綱綱綱綱綱綱綱綱綱綱綱綱綱綱

安全な給食を提供します

(7) 広報いたくら　Ｈ16．７．１

板倉町第４次総合計画
平成16年度実施計画書

▼
小
学
校
維
持
管
理
（
校
舎
耐
震

補
強
工
事
〝大
規
模
改
造
工
事〞
）

　

学
校
防
災
機
能
の
安
全
性
向
上

の
た
め
、
耐
震
補
強
と
校
舎
の
大

規
模
改
修
を
実
施
し
ま
す
。

◆
青
少
年
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
育
成
事
業

　

世
代
間
交
流
を
体
験
し
た
り
、

道
徳
観
・
正
義
感
を
身
に
つ
け
る

た
め
、
団
体
を
育
成
し
ま
す
。

◆
青
少
年
健
全
育
成
事
業
（
公
民

館
子
ど
も
学
習
支
援
事
業
）

　

学
力
を
向
上
す
る
た
め
、
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
に
よ
り
、
小
中
学
生
の

学
習
を
支
援
し
ま
す
。

◆
中
央
公
民
館
図
書
室
改
修
事
業

　

明
る
く
広
く
利
用
し
や
す
い
図

書
室
と
す
る
た
め
、
中
央
公
民
館

２
階
に
移
転
し
ま
す
。

▼
中
央
公
民
館
図
書
の
充
実
事
業

　

情
報
収
集
基
地
な
ど
の
環
境
づ

く
り
の
た
め
、
図
書
管
理
シ
ス
テ

ム
の
充
実
な
ど
を
図
り
ま
す
。

▼
離
山
貝
塚
の
整
備
に
関
す
る
総

合
調
査
事
業

　

離
山
貝
塚
を
保
全
す
る
た
め
、

現
状
を
調
査
し
、
貝
塚
を
整
備
・

活
用
す
る
際
の
資
料
と
し
ま
す
。

▼
離
山
貝
塚
史
跡
公
園
整
備
事
業

　

自
然
保
全
と
文
化
財
保
護
の
た

め
、
史
跡
公
園
と
し
て
の
整
備
を

図
り
ま
す
。

▼
知
的
障
害
者
施
設
訓
練
等
支
援

事
業

　

知
的
障
害
者
の
自
立
更
生
及
び

日
常
生
活
訓
練
の
た
め
、
更
生
施

設
な
ど
へ
の
入
所
に
支
援
費
を
支

給
し
ま
す
。

▼
身
体
障
害
者
施
設
訓
練
等
支
援

事
業

　

身
体
障
害
者
の
生
活
支
援
と
社

会
参
加
を
促
進
す
る
た
め
、
施
設

入
所
者
に
支
援
費
を
支
給
し
ま
す
。

▼
身
体
・
知
的
・
児
童
居
宅
生
活

支
援
事
業

　

障
害
者
（
児
）
の
自
立
援
助
・

日
常
介
護
及
び
家
族
の
介
護
負
担

軽
減
の
た
め
、
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
な

ど
の
利
用
に
支
援
費
を
支
給
し

ま
す
。

▼
児
童
福
祉
施
設
建
設
事
業

　

子
育
て
環
境
の
整
備
の
た
め
、

保
育
園
を
建
設
し
ま
す
。

▼
広
報
紙
作
成
事
業

　

行
政
、地
域
情
報
を
お
知
ら
せ
す

る
た
め
、広
報
い
た
く
ら
を
作
成
し

ま
す
。

▼
ま
ち
づ
く
り
推
進
事
業

　

総
合
計
画
の
実
施
状
況
を
報
告

し
、
ま
た
、
ま
ち
づ
く
り
に
対
す

る
意
見
を
伺
い
ま
す
。

▼
住
民
意
識
調
査
事
業

　

住
民
と
い
っ
し
ょ
に
ま
ち
づ
く

り
を
行
う
た
め
、
定
期
的
に
地
区

別
懇
談
会
を
開
催
し
ま
す
。

▼
人
事
査
定
の
基
準
策
定
事
業　

　

職
員
の
質
向
上
と
組
織
の
活
性

化
の
た
め
、
目
標
管
理
制
度
を
調

査
・
整
備
し
ま
す
。

▼
ふ
る
さ
と
カ
レ
ン
ダ
ー
作
成
事
業

　

住
民
の
生
活
の
利
便
性
向
上
の

た
め
、
町
の
行
事
日
程
な
ど
を
カ

レ
ン
ダ
ー
と
し
て
作
成
し
ま
す
。

▼
短
期
財
政
計
画
作
成
及
び
財
政

ロ
ー
リ
ン
グ
事
業

　

経
費
節
減
、
予
算
の
効
率
的
な

運
用
の
た
め
、
適
正
な
事
業
規
模
、

事
業
経
費
を
算
出
し
ま
す
。

▼
…
継
続
事
業

◆
…
新
規
事
業

※
図
書
室
で
閲
覧
で
き
ま
す

　

こ
の
実
施
計
画
書
は
、
総
合
計

画
書
と
併
せ
て
公
民
館
や
小
中
学

校
図
書
室
で
閲
覧
で
き
ま
す
。
事

業
費
や
実
施
内
容
な
ど
、
詳
細
は

実
施
計
画
書
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

お
問
い
合
せ
は

　

企
画
財
政
課
企
画
調
整
係

　
�
内
線
１
３
５

第
５
章

安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り

【
保
健
福
祉
】

第
６
章

ふ
れ
あ
い
豊
か
な
ま
ち
づ
く
り

【
行
財
政
】

子どもを育てるより良い環境づくり

バスの時刻表など役立つ情報が満載



( 8)

第　

回 
渡
良
瀬
遊
水
地
花
火
大
会　

８
月
７
日
（
土
）

17で
っ
か
い
花
火
を
見
に
行
こ
う
！

企
画
財
政
課 

内
線
１
３
６

◆
日
時　

８
月
７
日
（
土
）

午
後
７
時　

分
〜
午
後
８
時

10

　

分
（
雨
天
の
場
合
は
翌
日
）

20◆
会
場　

①
谷
中
湖
会
場　

②
古
河
会
場

◆
日
時　

８
月
７
日
（
土
）

午
前
８
時　

分
〜
午
後
４
時

30

◆
会
場　

遊
水
地
谷
中
湖
南

ブ
ロ
ッ
ク

◆
参
加
資
格　

板
倉
町
・
北
川
辺

町
・
藤
岡
町
に
在
住
、
在
勤
の
か

た
及
び
関
係
団
体

◆
チ
ー
ム
編
成　

１
チ
ー
ム　

名
10

（
男
女
問
わ
ず
、
混
合
も
可
）

◆
種
目　

中
学
生
の
部
、
高
校
生

の
部
、
一
般
の
部

◆
参
加
費　

無
料

◆
表
彰　

中
学
生
、
高
校
生
の
部

賞
状
及
び
賞
品

一
般
の
部　

優
勝
…
賞
金
５
万
円
、

２
位
…
賞
金
３
万
円
、
３
位
…
賞

金
２
万
円

◆
代
表
者
会
議　

７
月　

日（
火
）

27

（
予
定
）に
チ
ー
ム
の
代
表
者
で
会

議
を
行
い
ま
す
。

◆
申
込
み
締
切　

７
月　

日（
金
）

16

必
着

◆
申
込
み
方
法　

代
表
者
（
中
・

高
校
生
の
場
合
は
、
保
護
者
ま
た

は
学
校
関
係
者
）
及
び
参
加
者
全

員
の
住
所
、
氏
名
、
生
年
月
日
、

電
話
番
号
、
性
別
を
ご
記
入
の
う

え
、
郵
送
ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
下
記

ま
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

◆
申
込
先
・
問
合
せ

〒
３
７
４－

０
１
９
２　

板
倉
町

役
場
企
画
財
政
課
あ
て

�
　

－

１
１
１
１

82

�
　

－

２
７
４
２

82

遊
水
地
花
火
大
会

Ｅ
ボ
ー
ト
参
加
募
集

板倉町役場 �　82－1111

　

今
年
で　
20

回
目
と
な
る

板
倉
ま
つ
り

が
、
板
倉
東

洋
大
前
駅
か

ら
伸
び
る
ふ

れ
あ
い
通
り

を
利
用
し
て
開
催
さ
れ
ま
す
。
板

倉
な
ら
で
は
の
伝
統
芸
能
の
競

演
、
親
子
ナ
マ
ズ
み
こ
し
、
模
擬

店
、
打
ち
上
げ
花
火
な
ど
多
彩
な

イ
ベ
ン
ト
が
盛
り
だ
く
さ
ん
で

す
。
ぜ
ひ
、「
板
倉
ま
つ
り
」
に
お

出
か
け
く
だ
さ
い
。

◆
日
時　

７
月　

日
（
土
）
正
午

31

〜
９
時
（
荒
天
の
場
合
は
翌
日
の

み
順
延
）

◆
場
所　

板
倉
町
朝
日
野
「
ふ
れ

あ
い
通
り
」

◆
内
容　

パ
レ
ー
ド
、み
こ
し
振

り
、民
謡
流
し
、 木  
遣 
り
、 山  
車 
、お

き 

や 

だ 

し

 
囃  
子 
、模
擬
店
、体
験
コ
ー
ナ
ー
、

は
や 

し

郷
土
芸
能
競
演
、打
上
花
火
な
ど

　

板
倉
ま
つ
り
開
催
の
た
め
、
７

月　

日
（
土
）
午
前
９
時
〜
午
後

31

　

時
ま
で
の
間
、
ふ
れ
あ
い
通
り

10の
一
部
区
間
が
通
行
止
め
に
な
り

ま
す
。
そ
れ
に
伴
い
、
公
共
交
通

バ
ス
も
迂
回
運
行
さ
れ
ま
す
。
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

第　

回
板
倉
ま
つ
り
開
催　

７
月　

日
（
土
）

20

31

暑
い
夏
、
ホ
ッ
ト
に
盛
り
上
が
ろ
う
！

産
業
振
興
課 

内
線
１
５
３

通
行
止
め
・
公
共
交
通
バ
ス

迂
回
運
行
の
お
知
ら
せ

ふれあい通り通行止め区間※
詳
し
い
内
容
は
、
７
月
中
旬
の

回
覧
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。
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板
倉
町
農
産
物
直
売
所　

愛
称
募
集

利
用
者
か
ら
愛
さ
れ
る
直
売
所
に

産
業
振
興
課 

内
線
１
８
０

福
祉
課 

内
線
１
２
６

５
月　

日
（
火
）、 
坂  
田  
哲  
雄 

さ
か 

た 

て
つ 

お

25

さ
ん
（
海
老
瀬
）
が
法
務
大
臣

よ
り
保
護
司
の
委
嘱
を
受
け

ま
し
た
。
地
域
社
会
の
非
行
防

止
活
動
に
ご
活
躍
い
た
だ
き

ま
す
。

保
護
司

お
願
い
し
ま
す

坂田哲雄さん

　

農
産
物
直
売
所
が

国
道
３
５
４
号
沿
い

に
今
秋
オ
ー
プ
ン
し

ま
す
。
た
く
さ
ん
の

利
用
者
か
ら
愛
さ
れ

る
直
売
所
に
な
る
た

め
、
す
て
き
な
愛
称

を
募
集
し
ま
す
。

◆
応
募
方
法　

官
製

は
が
き
に
、
農
産
物

直
売
所
の
愛
称
、
愛
称
の
簡
単
な

説
明
、
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、
電

話
番
号
を
明
記
し
、
お
一
人
様
１

点
で
ご
応
募
く
だ
さ
い
。
町
内
外

は
問
い
ま
せ
ん
。

◆
賞
品　

最
優
秀
賞　

１
点
（
賞

金
５
万
円
と
賞
状
）、優
秀
賞　

３

点
（
デ
ィ
ズ
ニ
ー
リ
ゾ
ー
ト
・
ペ

ア
チ
ケ
ッ
ト
）

◆
発
表　

８
月　

日
（
金
）
本
人

27

へ
の
通
知
、
町
内
の
公
共
施
設
の

掲
示
板
な
ど
で
発
表
し
ま
す
。
な

お
、
表
彰
式
は
、
農
産
物
直
売
所

開
店
日
の
オ
ー
プ
ン
セ
レ
モ
ニ
ー

時
に
行
い
ま
す
。

◆
応
募
期
間　

７
月　

日（
月
）〜

12

８
月　

日（
月
）必
着

16

◆
応
募
先

〒
３
７
４－

０
１
９
２
（
住
所
記

入
不
要
）

板
倉
町
役
場
産
業
振
興
課
内

農
産
物
直
売
所
設
立
準
備
室
あ
て

　

直
売
所
で
は
、
町
や
地
域
の
活

性
化
を
図
る
た
め
に
、
農
産
物
以

外
の
商
品
も
取
り
扱
い
ま
す
。
出

品
に
興
味
の
あ
る
か
た
は
、
ぜ
ひ

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

◆
申
込
み
方
法　

役
場
産
業
振
興

課（
農
産
物
直
売
所
設
立
準
備
室
）

及
び
各
地
区
の
公
民
館
、
わ
た
ら

せ
自
然
館
に
あ
る
所
定
の
申
込
用

紙
に
必
要
事
項
を
ご
記
入
の
う

え
、
同
所
へ
ご
提
出
く
だ
さ
い
。

◆
提
出
期
限　

７
月　

日
（
金
）

30

必
着

※
な
お
、
申
し
込
み
品
が
、
必
ず

出
品
で
き
る
と
は
限
り
ま
せ
ん
。

後
日
、
出
品
者
の
打
ち
合
わ
せ
会

議
を
行
い
ま
す
。

　

直
売
所
へ
の
出
品
者

　

募
集
し
ま
す

農産物直売所位置図

　

保
健
衛
生
功
労
と
し
て
、

 
北  
村  
博 
さ
ん（
北
村
歯
科
医

き
た 
む
ら 
ひ
ろ
し

院
）
が
、 

旭  
日  
双  
光  
章 
を

き
ょ
く 
じ
つ 
そ
う 
こ
う 
し
ょ
う

受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

　

６
月　

日（
月
）に
は
、町

21

主
催
の
叙
勲
祝
賀
会
が　
JA

群
馬
板
倉
本
所
で
盛
大
に

行
わ
れ
ま
し
た
。

　

北
村
さ
ん
は
「
宝
く
じ
に
当
た

る
こ
と
よ
り
う
れ
し
い
出
来
事
で

す
。
名
誉
な
章
を
受
賞
で
き
た
の

も
家
内
の
力
が
あ
っ
た
か
ら
こ
そ
。

勲
章
を
半
分
ず
つ
に
分
け
る
こ
と

が
で
き
な
い
の
で
、
二
人
で
大
切

に
し
て
い
き
た
い
」
と
、
喜
び
を

表
し
ま
し
た
。

○
功
労
内
容

　

開
業
歯
科
医
師
と
し
て
、
地
域

住
民
の
歯
科
保
健
衛
生
に
ご
尽
力

さ
れ
る
な
か
、
群
馬
県
歯
科
医
師

会
副
会
長
も
歴
任
。
ま
た
永
年
に

わ
た
り
学
校
歯
科
医
と
し
て
、
児

童
生
徒
の
歯
科
保
健
に
力
を
注
が

れ
た
功
績
が
認
め
ら
れ
ま
し
た
。

旭
日
双
光
章　

受
賞

受
賞
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

総
務
課 

内
線
１
１
５

北村さん（左）と
夫人の弘子さん
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第　

回
参
議
院
議
員
通
常
選
挙

20７
月　

日
（
日
）
に
投
票
し
ま
し
ょ
う
！

11

選
挙
管
理
委
員
会 

内
線
１
１
０

　

第　

回
参
議
院
議
員
通
常
選
挙

20

が
、
７
月　

日
（
日
）
に
行
な
わ

11

れ
ま
す
。

▼
期
日
前
投
票

　

投
票
日
に
都
合
が
悪
く
投
票
所

へ
行
け
な
い
か
た
は
、
期
日
前
投

票
が
で
き
ま
す
。
こ
の
投
票
は
、

こ
れ
ま
で
行
な
わ
れ
て
き
た
不
在

者
投
票
に
代
わ
る
制
度
で
、
投
票

用
紙
を
封
筒
に
入
れ
る
こ
と
が
な

く
な
り
ま
し
た
。

投
票
期
間　

６
月　

日
（
金
）
〜

25

７
月　

日
（
土
）

10

投
票
時
間　

午
前
８
時　

分
〜
午

30

後
８
時
ま
で

投
票
場
所　

板
倉
町
役
場

必
要
な
も
の　

入
場
券

▼
投
票

　

今
回
の
選
挙
は
、
選
挙
区
と
比

例
代
表
の
２
種
類
あ
り
ま
す
。
選

挙
区
の
投
票
は
、
候
補
者
名
を
記

載
し
て
く
だ
さ
い
。
比
例
代
表
の

投
票
は
、
非
拘
束
名
簿
式
と
い
う

投
票
方
法
で
行
な
わ
れ
ま
す
の
で
、

「
政
党
名
」ま
た
は「
候
補
者
名
」を

記
載
し
て
く
だ
さ
い
。

投
票
日　

７
月　

日
（
日
）

11

投
票
時
間　

午
前
７
時
〜
午
後
８

時投
票
場
所　

各
投
票
所（
図
参
照
）

入
場
券
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

必
要
な
も
の　

入
場
券
（
入
場
券

を
紛
失
さ
れ
た
場
合
に
は
、
投
票

所
の
係
員
に
お
話
く
だ
さ
い
）

▼
開
票

開
票
日　

７
月　

日
（
日
）

11

開
票
時
間　

午
後
９
時
〜

開
票
場
所　

板
倉
町
役
場
議
場

　

群
馬
県
選
挙
管
理
委
員
会
で

は
、
県
内
の
投
開
票
の
状
況
を
群

馬
県
庁
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載

し
ま
す
。

群
馬
県
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

http://www.pref.gunma.jp

投
開
票
速
報
は
、

群
馬
県
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

第11投票区
（26～28行政区）
籾谷公民館

第３投票区
（８・10・36行政区）

（東武線から東側の９・11行政区）
東保育園

第２投票区
（４～７行政区）
細谷事務所

第１投票区
（１～３行政区）
北部公民館

第４投票区
（12・30・31・32行政区）

（東武線から西側の９・11行政区）
東部公民館

第５投票区
（13・14行政区）

五箇・中妻住民センター

第６投票区
（15・16行政区）
南部公民館

第７投票区
（17・18行政区）

飯野地蔵院住民センター

第８投票区
（19～21行政区）
西保育園

第９投票区
（22・23・29行政区）
雷電神社社務所

第10投票区
（24・25行政区）
原宿区民会館

忘れずに投票しましょう！
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住
民
健
診
結
果
説
明
会
の
開
催

あ
な
た
の
健
康
を
チ
ェ
ッ
ク
し
て
ね
！

　

健
診
お
疲
れ
さ
ま
で
し
た
。
結

果
に
つ
い
て
は
、
郵
送
に
て
お
知

ら
せ
い
た
し
ま
す
。
封
筒
の
内
側

に
結
果
が
印
刷
さ
れ
て
い
ま
す
の

で
、
ご
自
宅

に
届
き
ま
し

た
ら
必
ず
中

を
ご
確
認
く

だ
さ
い
。

　

基
本
健
診
の
結
果
の
な
か
で
、

要
指
導
の
項
目
の
あ
る
か
た
に

は
、
館
林
市
邑
楽
郡
医
師
会
に
よ

る
結
果
説
明
会
の
案
内
を
同
封
し

ま
す
。
忘
れ
ず
に
結
果
説
明
会
に

ご
参
加
く
だ
さ
い
。
医
師
と
の
個

別
相
談
が
実
施
さ
れ
ま
す
。
希
望

者
に
は
、
健
康
相
談
や
食
事
相
談

な
ど
も
行
い
ま
す
。

　

健
診
結
果
表
と
健
康
手
帳
を
ご

持
参
の
う
え
、
各
会
場
へ
お
越
し

く
だ
さ
い
。

◆
受
付
時
間

◎
午
後
の
部

　

午
後
１
時　

分
〜
２
時　

分

30

30

◎
夜
間
の
部

　

午
後
６
時　

分
〜
７
時　

分

30

30

◆
持
参
す
る
も
の

・
健
診
結
果
（
郵
送
さ
れ
た
封
筒

の
内
側
）

・
健
康
手
帳

　

結
果
は
、
郵
送
で

　

内
容
を
ご
確
認
く
だ
さ
い

　

要
指
導
が
あ
れ
ば

　

結
果
説
明
会
へ

会場月日

北部
公民館

３日（火）
８月

４日（水）

保健
センター

５日（木）

８月６日（金）

７日（土）

※８月７日（土）は午後のみ

会場月日

南部
公民館

27日（火）
７月

28日（水）

東部
公民館

29日（木）
７月

30日（金）

〈基本健診結果説明会日程〉

「
次
世
代
育
成
支
援
行
動
計
画
策
定
委
員
会
委
員
」
募
集

子
育
て
環
境
の
計
画
参
加
し
ま
せ
ん
か

子
育
て
環
境
を
考
え
ま
し
ょ
う
！

　

急
速
な
少
子
化
は
、
社
会
・
経

済
面
で
深
刻
な
影
響
を
及
ぼ
す
こ

と
が
懸
念
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

町
で
は
、
社
会
全
体

で
次
代
を
担
う
子
ど
も

た
ち
の
育
成
環
境
を
整

備
す
る
た
め
、
板
倉
町

次
世
代
育
成
支
援
行
動

計
画
を
平
成　

年
度
中

16

に
策
定
し
ま
す
。
計
画

策
定
に
あ
た
り
、
よ
り

幅
広
い
意
見
を
反
映
さ
せ
て
い
く

た
め
、
策
定
委
員
会
を
組
織
し
、

そ
の
委
員
を
住
民
の
み
な
さ
ん
か

ら
募
集
し
ま
す
。

◆
募
集
人
員　

４
名
（
応
募
多
数

の
場
合
は
抽
選
と
し
ま
す
）

◆
応
募
資
格　

次
世
代
育
成
支
援

に
関
心
と
意
欲
の
あ
る
町
内
に
在

住
す
る　

歳
以
上
の
か
た

20

◆
任
期　

計
画
策
定
の
日
ま
で

◆
応
募
方
法　

電
話
ま
た
は
直
接

福
祉
課
に
次
の
内
容
で
お
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。

　
�
住
所　
�
氏
名　
�
性
別　

　
�
年
齢　
�
電
話
番
号

◆
応
募
締
切　

７
月　

日
（
火
）

20

◆
応
募
先
・
問
合
せ　

応
募
内
容

や
詳
し
い
活
動
内
容
な
ど
の
問
い

合
わ
せ
は
、
福
祉
課
へ
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。

保
健
セ
ン
タ
ー �
　

－

３
７
５
７

82

福
祉
課 

内
線
１
２
６

総
務
課 

内
線
１
１
０

引引引引引引引引引引引引引引引引引引引引
っっっっっっっっっっっっっっっっっっっっ
越越越越越越越越越越越越越越越越越越越越
しししししししししししししししししししし
まままままままままままままままままままま
しししししししししししししししししししし
たたたたたたたたたたたたたたたたたたたた
！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！

引
っ
越
し
ま
し
た
！

第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第
２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２
庁庁庁庁庁庁庁庁庁庁庁庁庁庁庁庁庁庁庁庁
舎舎舎舎舎舎舎舎舎舎舎舎舎舎舎舎舎舎舎舎
配配配配配配配配配配配配配配配配配配配配
置置置置置置置置置置置置置置置置置置置置
換換換換換換換換換換換換換換換換換換換換
ええええええええええええええええええええ

第
２
庁
舎
配
置
換
え６月21日（月）から教育委員会と都市開

発課が入れ替わりました。

子育てについて、
考えて見ませんか
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防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
実
施
中

地
域
で
子
ど
も
た
ち
を
守
り
ま
し
ょ
う

教
育
委
員
会 

内
線
１
５
８

　

子
ど
も
た
ち
が
被
害
に
遭

う
事
件
が
新
聞
や
テ
レ
ビ
な

ど
で
多
く
報
道
さ
れ
て
い
ま

す
。
そ
の
よ
う
な
事
件
が
起

き
な
い
た
め
に
、学
校
や
家

庭
、地
域
が
連
携
協
力
し
、児

童
・
生
徒
の
下
校
時
間
に
合

わ
せ
て
、
通
学
路
を
重
点
的

に
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
を
実
施

し
て
い
ま
す
。

　

各
地
区
公
民
館
の
公
用
車
に
ス

ピ
ー
カ
ー
を
取
り
付
け
、
そ
れ
ぞ

れ
の
地
域
で
防
犯
広
報
パ
ト
ロ
ー

ル
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

町
で
は
、児
童
・
生
徒
た
ち
の
安

全
確
保
の
た
め
、小
中
学
生
全
員

に
携
帯
用
防
犯
ブ
ザ
ー
を
貸
与
し

て
い
ま
す
。
ブ
ザ
ー
の
音
が
聞
こ

え
た
ら
、「
何
か
あ
っ
た
の
か

な
？
」
と
周
り
に
気
を
配
っ
て
く

だ
さ
い
。

　

子
ど
も
た
ち
が
、
登
下
校
時
に

見
知
ら
ぬ
人
か
ら
、「
声
か
け
・
ち

か
ん
・
つ
き
ま
と
い
行
為
」な
ど
の

被
害
に
遭
っ
た
と
き
に
安
心
し
て

避
難
で
き
る
協
力
の
家
が
町
内
に

１
１
７
軒
あ
り
ま
す
。
グ
リ
ー
ン

の
旗
が
目
印
の
民
家
・
商
店
・
事

業
所
な
ど
で
す
。
子
ど
も
た
ち
の

保
護
、
警
察
へ
の
通
報
な
ど
に
ご

協
力
を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
防
犯
対
策
を
継
続

し
て
実
施
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

不
審
者
が
町
に
入
り
づ
ら
い
環
境

づ
く
り
が
生
ま
れ
ま
す
。

　

地
域
の
子
ど
も
た
ち
は
私
た
ち

地
域
の
大
人
が
見
守
っ
て
い
き
ま

し
ょ
う
。

　

公
民
館
車
で
防
犯
広
報

　

ブ
ザ
ー
音
が
聞
こ
え
た
ら

　

こ
ど
も
安
全
協
力
の
家

　

防
犯
対
策
を
継
続
実
施
！

電話販売店名区
77- 0557片岡商店

１
77- 0649峯崎商店

77- 0057宇治川商店
２

77- 0418ナンバースリー板倉北店

77- 0215春山商店４

82- 1821増田商店７

82- 2690山田屋８

82- 2021永井商店９

82- 1426見晴屋

10 82- 0550松本商店

82- 1639三角商店

82- 1227飯塚商店11

82- 3133関根商店12

82- 1686折原商店13

82- 1628川田屋
14

82- 1947金丸商店

82- 0155宮田屋
15

82- 0146新店

82- 1900木村屋17

82- 2170近藤商店18

82- 0137クスリのぶんぶく堂

19 82- 0139八百好

82- 0148大芳

82- 0067蓮見商店
20

82- 0073マルエイ総合食品

82- 2030荻野たばこ屋21

82- 0708大橋電気店
22

82- 2780ミニストップ板倉高校前店

82- 0034石川商店
23

82- 0240多田商店

80- 4500とまと板倉店

24 82- 0071増田屋

82- 4378フジマート板倉店

82- 0101伊勢屋
25

82- 3662阿部商店

82- 0050清水屋26

82- 2022小倉商店27

82- 4181セブンイレブン板倉内蔵新田店28

82- 0031林屋
29

82- 0058八百伝

82- 3914セーブオン板倉東洋大前店
30

82- 5600フレッセイフォリオ板倉ＳＣ

82- 1251群馬板倉農業協同組合 各支所

ごみ指定袋取扱店

★新しく、ミニストップ板倉高
校前店がごみ指定袋取扱店とな
りました。

資
源
化
セ
ン
タ
ー �
　

－

５
３
７
１

82

ご
み
指
定
袋
取
扱
店

ご
み
指
定
袋
は
、
こ
ち
ら
で
お
求
め
く
だ
さ
い

見知らぬ人には絶対に
ついて行かない！
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お
使
い
の
「
ふ
る
さ
と
カ
レ
ン

ダ
ー
」
の
写
真
は
、
す
べ
て
み
な

さ
ん
か
ら
応
募
し
て
い
た
だ
い
た

作
品
で
す
。
平
成　

年
度
版
の
カ

17

レ
ン
ダ
ー
も
昨
年
同
様
み
な
さ
ん

の
写
真
を
募
集
し
掲
載
し
ま
す
。

◆
応
募
資
格　

町
内
在
住
、
在
勤
、

在
学
の
か
た

◆
テ
ー
マ　

テ
ー
マ
は
問
い
ま
せ

ん
が
、
板
倉
町
に
関
す
る
季
節
感

に
あ
ふ
れ
る
も
の

◆
応
募
サ
イ
ズ　

カ
ラ
ー
プ
リ
ン

ト
キ
ャ
ビ
ネ
版
ま
た
は
２
Ｌ
版
。

デ
ジ
タ
ル
の
場
合
は
、
お
よ
そ
２，

２
４
０
×
１，
４
８
８
ピ
ク
セ
ル

以
上
で
記
録
し
た
も
の
。
な
る
べ

く
高
画
質
モ
ー
ド
で
撮
影
し
て
く

だ
さ
い
。（
い
ず
れ
も
横
位
置
に
限

り
ま
す
）

◆
応
募
方
法　

作
品
裏
面
に
氏
名
、

住
所
、
電
話
番
号
及
び
画
題
を
記

入
し
た
用
紙
を
は
っ
て
ご
応
募
く

だ
さ
い
。
デ
ジ
タ
ル
の
場
合
は
、

同
事
項
を
記
入
し
た
用
紙
を
、

デ
ー
タ
と
と
も
に
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。
な
お
、
記
録
媒
体
は
問
い

ま
せ
ん
。（
デ
ー
タ
記
録
媒
体
は
、

お
返
し
し
ま
す
）

◎
応
募
作
品
は
返
却
し
ま
せ
ん

◆
締
切
日　
　

月　

日
（
水
）、
郵

12

15

送
の
場
合
、
当
日
消
印
有
効

◆
入
選
発
表　

平
成　

年
１
月
中

17

旬
（
入
選
者
に
直
接
通
知
し
ま
す
）

◆
賞　

１
点
に
つ
き
、５，
０
０
０
円

◆
入
選
作
品　

原
版
（
ネ
ガ
）
を

提
出
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

◎
詳
し
く
は
、　

月
に
配
布
す
る

10

応
募
票
を
ご
覧
に
な
り
、
記
入
用

紙
を
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

　

５
月
中
旬
に
１
区
か
ら
８
区
、

６
月
中
旬
に　

区
か
ら　

区
ま
で

19

29

の
オ
フ
ト
ー
ク
宅
内
装
置
及
び
ス

ピ
ー
カ
ー
を
回
収
し
ま
し
た
。
今

月
も
行
政
区
長
、
行
政
区
総
代
の

か
た
に
ご
協
力
を
い
た
だ
き
な
が

ら
、
役
場
職
員
が
下
記
の
日
程
表

の
と
お
り
回
収
を
行
い
ま
す
。

○
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

オ
フ
ト
ー
ク
の
取
り
外
し
方
が

分
か
ら
な
か
っ
た
り
、
お
仕
事
が

忙
し
か
っ
た
り
、
電
話
が
通
じ
な

く
な
っ
た
り

し
て
、
オ
フ

ト
ー
ク
装
置

が
行
政
区
の

総
代
さ
ん
へ

届
け
ら
れ
な
か
っ
た
か
た
は
役
場

職
員
が
回
収
に
伺
い
ま
す
。
役
場

企
画
財
政
課
オ
フ
ト
ー
ク
担
当
ま

で
お
電
話
く
だ
さ
い
。

◆
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

　

５
月
か
ら
３
か
月
の
期
間
を
か

け
て
行
っ
た
オ
フ
ト
ー
ク
回
収
は

今
月
で
終
了
し
ま
す
。
行
政
区
の

み
な
さ
ま
に
は
ご
協
力
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

日
程

７
月　

日（
火
）

13

７
月　

日（
水
）

14

７
月　

日（
木
）

15

行
政
区

９
・　
10

　

・　
11

12

　

・　
13

14

　
　
　
15

　

・　
16

17

　
　
　
18

▼
７
月
は
、
東
・
南
地
区
を
行
い

ま
す
。

日
程
表

コードは
絶対

コードは
絶対

切らない
でね

切らない
でね

「
ふ
る
さ
と
カ
レ
ン
ダ
ー
」
写
真
募
集

季
節
感
あ
ふ
れ
る
写
真
待
っ
て
ま
す

企
画
財
政
課 

内
線
１
３
６

オ
フ
ト
ー
ク
回
収
と
日
程
に
つ
い
て

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す

企
画
財
政
課 

内
線
１
３
６

オ
フ
ト
ー
ク

回
収
し
て
い
ま
す

回
収
で
き
な
か
っ
た

オ
フ
ト
ー
ク
は
？

総
務
課 

内
線
１
１
４

　

大
型
特
殊
車
両
の
運
転
で

き
る
か
た
を
募
集
し
ま
す
。

申
込
期
間　

７
月
８
日（
木
）〜

７
月　

日
（
水
）

21

職
種
・
人
員
（
受
験
資
格
）

◎
技
師
１
名
（
昭
和　

年
４
月

51

２
日
〜
昭
和　

年
４
月
１
日

61

生
ま
れ
の
か
た
で
大
型
特
殊

免
許
を
取
得
し
て
い
る
か
た
）

申
込
方
法　

次
の
①
〜
⑤
を

取
り
そ
ろ
え
、
役
場
総
務
課
職

員
係
へ
提
出
く
だ
さ
い
。

①
申
込
書　

②
大
型
特
殊
免

許
証
の
写
し　

③
卒
業
（
ま
た

は
卒
業
見
込
み
）
証
明
書　

④

履
歴
書
（
過
去
の
事
故
歴
を
含

む
）　

⑤
健
康
診
断
書

選
考
方
法

書
類
選
考
及
び
面
接
試
験

板
倉
町
役
場

技
術
職
員
募
集

７月掲載
ナマズ神輿
鈴木伸一さん

８月掲載
輪くぐり
増田清美さん
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あなたの身近な情報を
お寄せください。
掲載された写真をさしあげます。
役場広報情報係まで連絡を
お願いします。
�82- 1111（内線）136番が

ん
ば
り
ま
し
た

第　

回
ス
ポ
ー
ツ
・
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
開
催

14

　６月20日（日）板倉中学校校庭を中心に

「第14回スポーツフェスティバル」が行われ

ました。世代間交流を目的としたスポーツイ

ベント、みんなが一所懸命がんばりました。

　「おもしろ農業体験（田植え）」が６月６日（日）

に行われました。約30名の親子、東洋大学の

メルマガ・スタッフが参加しました。

　親子で参加した 島  津 　 隆 さん（朝日野）は
しま づ たかし

「初めての田植え、泥の感触がとても気持ち

よかった」と笑顔で話してくれました。

泥の感触気持ちいい
「おもしろ農業体験」で田植え

　「第23回史跡めぐり」が、５月29日（土）県

立板倉高校の全学年を対象に行われました。

　渡良瀬川堤防（除川）から西丘神社（西岡）、

安勝寺（籾谷）などをめぐる約20�の行程を

５時間かけて歩きました。生徒たちは、自然

に親しみながら板倉を満喫していました。

元気に歩いたぞ～
 史跡めぐり実施－板倉高校－

的玉をよーく狙って
集中力が勝利へ導く

＜グラウンドゴルフ＞＜総　合＞
第11区優　勝第12区優　勝

第19区準優勝第26区準優勝

第12区第３位第21区第３位

＜ニチレクボール＞＜ロープジャンピング８＞
第21区優　勝第17区優　勝

第26区準優勝第10区準優勝

第６区第３位第２区第３位
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バルーンアートも
楽しみました

勉強を楽しもう！
子ども学習支援隊

日本の文化を感じて
 ゆかた着付け教室

手打ちそば、最高�
板倉デイ・サービスセンター　そば会

　６月12日（土）に東部公民館で子ども学習

支援が行われました。学習支援隊による子ど

もたちへの勉強のサポート、バルーンアート

体験が行われました。今年は、昨年好評だっ

た夏休み期間中の公民館学習支援事業が、工

夫を凝らした体験学習も加えられ、年間を通

して実施されます。

　参加した 猪  野  楓  菜 ちゃん（東小１年）は、
い の ふう な

「ドリルをやりました。来週までに家で勉強

をして、先生におっきな丸をつけてもらいま

す」と目を輝かせて答えてくれました。

　６月中旬に週２回（全６回）板倉デイ・サー

ビスセンターで「そば会」が行われました。

そば道場のかたがたの協力で、一日約40名分

の手打ちそばが利用者に振る舞われました。

　 福  岡  �  三 さん（飯野）は、「手打ちそば、最高。
ふく おか とく ぞう

ゆで方もやんばい」と笑ってくれました。

　６月に全４回、東洋大学板倉キャンパスで

外国人留学生を対象にした「ゆかた着付け教

室」が開催されました。町のみなさんから寄

付されたゆかたと帯30組を使い、正しい着付

けの作法を学びました。伝統的な柄のゆかた

に袖を通し、日本文化を肌で感じていました。
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おおきなハサミのザリガニさんを見なが

ら描きました。お父さんたちがとってく

れたザリガニさんは元気に動くから、絵

を描くが大変だったけど、指を挟まれな

いように楽しく描きました！

モデルのザリガニさんたち、今でもみん

なと元気に遊んでいるよ！

ザリガニの観察画

ひまわり幼稚園つばめ１組・２組

（平成16年６月撮影）

昭和55年生まれ　23歳〔かに座・血液型Ａ型〕

西岡新田在住。栃木県内の高校に養護教諭として勤務。

―
現
在
、
何
を
し
て
ま
す
か
？

　

栃
木
県
内
の
高
校
に
勤
務
し
て

い
ま
す
。
高
校
で
は
、
養
護
教
諭

を
し
て
い
ま
す
。

―
仕
事
を
選
ん
だ
き
っ
か
け
は
？

　

中
学
生
の
こ
ろ
か
ら
養
護
教
諭

に
あ
こ
が
れ
て
い
ま
し
た
。
そ
の

思
い
が
高
校
生
に
な
っ
て
強
く
な

り
、
養
護
教
諭
の
資
格
が
と
れ
る

短
期
大
学
に
進
学
し
ま
し
た
。

―
仕
事
で
、
お
も
し
ろ
さ
や
大
変

さ
は
？

　

保
健
室
に
は
さ
ま
ざ
ま
な
生
徒

た
ち
が
集
ま
っ
て
き
ま
す
。
同
じ

時
間
を
過
ご
し
た
生
徒
た
ち
が
、

成
長
し
て
い
く
姿
を
見
ら
れ
る
の

は
、
す
ご
く
幸
せ
な
こ
と
だ
と
感

じ
て
い
ま
す
。

―
休
日
の
過
ご
し
方
は
？

　

休
日
は
、
友
達
と
い
っ
し
ょ
に

テ
ニ
ス
を
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

読
書
が
好
き
で
、
最
近
で
は
仕
事

上
参
考
に
な
る
よ
う
な
、
専
門
誌

も
よ
く
読
ん
で
い
ま
す
。

―
こ
れ
か
ら
し
て
み
た
い
こ
と

は
？

　

生
徒
た
ち
が
３
年
間
、
心
身
と

も
に
健
康
で
、
充
実
し
た
日
々
が

過
ご
せ
る
よ
う
に
、
サ
ポ
ー
ト
し

て
い
き
た
い
で
す
。

生
徒
た
ち
と
い
っ
し
ょ
に
学
び

理
想
の
教
師
を
目
指
し
て
い
き
た
い
！

Yo u n g F r o n t i e r

 佐  手  澄 江   さ ん
さ て すみ え
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ペ
ッ
ト

ペ
ッ
ト

集
ま
れ
！

集
ま
れ
！

★
い
つ
ご
ろ
か
ら
？

去
年
の
３
月
に
、
花
蔵
院
（
除

川
）
か
ら
須
藤
さ
ん
の
家
に
、

引
き
取
ら
れ
て
き
ま
し
た
。
す

ご
く
元
気
で
、い
た
ず
ら
大
好
き
。

★
ソ
ラ
ち
ゃ
ん
へ
メ
ッ
セ
ー
ジ
！

い
た
ず
ら
好
き
に
は
困
っ
て
い

ま
す
が
、
か
わ
い
い
の
で
憎
め

な
い
。
今
夜
も
、
お
酒
に
酔
っ

た
う
ち
の
主
人
と
、
遊
ん
で
あ

げ
て
ね
。

みなさんからの情報や「ヤ
ングフロンティア」「ペット
集まれ！」への自薦・他薦
をお待ちしております。

問
題
１　

今
年
も
熱
い
熱
い
板
倉

ま
つ
り
が
開
催
さ
れ
ま
す
。さ
て
、

７
月
何
日
に
開
催
？（
８
ペ
ー
ジ
）

　

①
…　

日　

②
…　

日

11

21

　

③
…　

日
31

問
題
２　

７
月　

日
に
第　

回
参

11

20

議
院
議
員
通
常
選
挙
が
行
わ
れ
ま

す
。
投
票
時
間
は
午
前
７
時
か
ら

午
後
何
時
ま
で
？
（　

ペ
ー
ジ
）

10

　

①
…
7
時　

②
…
８
時

　

③
…
９
時

問
題
３　

板
倉
町
で
は
、
子
育
て

環
境
整
備
の
た
め
、
次
世
代
育
成

支
援
行
動
計
画
を
策
定
す
る
委
員

を
募
集
し
ま
す
。
さ
て
募
集
す
る

人
数
は
何
人
？　
　
（　

ペ
ー
ジ
）

11

　

①
…
４
人　

②
…　

人
４０

　

③
…
４
０
０
人

▼
応
募
方
法　

は
が
き
に
、
ク
イ

ズ
の
答
え
、
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、

ご
意
見
・
ご
感
想
な
ど
を
ご
記
入

の
う
え
、
７
月　

日
（
金
）
ま
で

16

に
お
送
り
く
だ
さ
い
。

（
な
お
当
選
し
た
場
合
、
ペ
ン
ネ
ー

ム
だ
け
で
は
郵
送
で
き
な
い
の
で
、

き
ち
ん
と
名
前
を
書
い
て
ね
！
）

※
締
め
切
り
日
消
印
有
効

▼
あ
て
先　

〒
３
７
４－

０
１
９
２

板
倉
町
役
場「
広
報
ク
イ
ズ
」係
へ

▼
６
月
号
の
答
え　

問
題
１
…
②

問
題
２
…
③　

問
題
３
…
②

▼
応
募
総
数　
　

通
で
全
員
正
解

28

で
し
た
。

▼
当
選
者　

Ｐ
・
Ｎ
た
け
の
こ
ゴ

ハ
ン
、
Ｐ
・
Ｎ
ひ
つ
じ
、
Ｐ
・
Ｎ

ゆ
う
ち
ゃ
ん
、
山
本
利
子
、
Ｐ
・

Ｎ
さ
く
ら
、
田
村
千
尋
、
Ｐ
・
Ｎ

ケ
ケ
ロ
ン
、
Ｐ
・
Ｎ
ゴ
ン
、
犬
塚

猛
雄
、
Ｐ
・
Ｎ
草
野
笑
美
、
小
林

玲
子
、
福
岡
ツ
ネ
、
斉
藤
ミ
ヨ
子
、

Ｐ
・
Ｎ
ラ
ベ
ン
ダ
ー
、
根
岸
育
子
、

枝
陽
子
、
Ｐ
・
Ｎ
ロ
ッ
ク
・
リ
ー
、

関
口
章
司
、
Ｐ
・
Ｎ
イ
ル
フ
ォ
ー

ド
、
か
ん
ち
ゃ
ん 

（
敬
称
略
）

問題をよく読んで、３つの
答えの中から正しいものを
選び、はがきに書いてお送
りください。全問正解者の
中から抽選で
20名のかたに
500円の図書券
をプレゼント
します。

Ｐ
・
Ｎ
ケ
ケ
ロ
ン
さ
ん

Ｐ
・
Ｎ
か
ん
ち
ゃ
ん
さ
ん

Ｐ
・
Ｎ
草
野
笑
美
さ
ん

Ｐ
・
Ｎ
た
け
の
こ
ゴ
ハ
ン
さ
ん

ペットの種類
柴犬の雑種
メス
なまえ
ソラ
どんなに怒られても
いたずらやめないワン！

除川

 須  藤  嘉  吉 さんかた
す とう か きち

イラス
トは黒

で、は
っ

イラス
トは黒

で、は
っ

きり書
いてね

！

きり書
いてね

！
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このコーナーは、みなさんから
寄せられたご質問に対する回答やご意見・
おたよりを掲載するコーナーです

　

自
宅
の
庭
に
あ
る
庭
木
を
せ
ん
定
し
た

と
こ
ろ
、枝
が
ご
み
と
し
て
出
ま
し
た
が
、

「
町
の
指
定
袋
」
に
入
れ
れ
ば
、
ご
み
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
に
出
し
て
も
大
丈
夫
で
す

か
？　

ま
た
、せ
ん
定
枝
を
束
ね
る
と
き
、

ビ
ニ
ー
ル
の
ひ
も
で
束
ね
て
は
い
け
な
い

の
で
す
か
？　
　
　
　
　
　
（
匿
名
希
望
）

　

せ
ん
定
し
た
枝
は
、
そ
の
太
さ
に
よ
っ

て
出
し
方
が
違
い
ま
す
。

①
太
さ
１
セ
ン
チ
以
下
…

　

長
さ　

セ
ン
チ
以
下
に
切
れ
ば
「
燃
え

30

る
ご
み
」
と
し
て
指
定
日
に
ご
み
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
へ
出
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。

②
太
さ
１
セ
ン
チ
以
上　

セ
ン
チ
以
下
…

18

　

長
さ
１
メ
ー
ト
ル
以
下
に
切
り
、
わ
ら

か
麻
の
縄
で
縛
っ
て
、
資
源
化
セ
ン
タ
ー

へ
お
持
ち
く
だ
さ
い
。
受
け
付
け
時
間
は

平
日
の
午
前
９
時
か
ら
午
後
３
時
で
す
。

　

な
お
、
竹
に
つ
い
て
は
太
さ
１
セ
ン
チ

以
下
で
も
「
燃
え
る
ご
み
」
で
な
く
、
資

源
化
セ
ン
タ
ー
へ
直
接
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
木
の
切
り
株
な
ど
に
つ
い
て
は

町
で
は
受
け
付
け
で
き
ま
せ
ん
。
造
園
業

者
な
ど
に
処
理
を
お
願
い
し
て
く
だ
さ
い
。

　

太
い
せ
ん
定
枝
や
竹
に
つ
い
て
は
、
細

か
く
砕
い
て
か
ら
、
発
酵
さ
せ
「
た
い
肥
」

を
作
っ
て
い
ま
す
。ビ
ニ
ー
ル
ひ
も
で
は
、

発
酵
に
よ
っ
て
分
解
す
る
こ
と
が
で
き
ず

ご
み
と
し
て
残
っ
て
し
ま
う
か
ら
で
す
。

詳
し
く
は
資
源
化
セ
ン
タ
ー
へ
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　

資
源
化
セ
ン
タ
ー

�
　

－

５
３
７
１

82

　町に対するご意見・ご質
問・ご感想がありましたら、
はがき、FAXまたはＥメール
でお寄せください。
郵送先　〒374- 0192
板倉町役場企画財政課
「みんなの声」あて
�　８２－２７４２
�　info@ town.itakura.gunma.jp

お便りください

あて先はこちら

★
テ
ー
マ
を
も
う
け
て
話
題
や
情
報

な
ど
募
集
し
ま
し
た
。

今
月
の
テ
ー
マ

　
「
夏
休
み
に
や
り
た
い
こ
と
」

○
毎
年
友
達
と
海
外
旅
行
に
行
っ
て

い
ま
し
た
。
で
も
今
年
は
や
っ
ぱ
り

彼
と
二
人
き
り
で
海
外
旅
行
に
行
き

た
い
な
ぁ�
 

（　

代
女
性
）

20

○
今
年
も
妻
の
実
家
に
行
く
予
定
で

す
。
子
ど
も
た
ち
は
は
し
ゃ
い
で
い

る
け
ど
、
い
ま
だ
に
気
を
使
っ
ち
ゃ

う
私
は
、気
が
小
さ
い
の
か
な
ぁ
…
。

 

（
匿
名
希
望
）

○
学
生
の
時
と
違
っ
て
、
社
会
に
出

る
と
夏
休
み
の
あ
り
が
た
さ
が
身
に

し
み
る
な
ぁ
。
あ
ぁ
休
み
て
ぇ
。 

（
匿
名
希
望
）

○
日
焼
け
し
ち
ゃ
い
け
な
い
お
年
ご

ろ
に
…
。
で
も
今
年
も
海
行
っ
て
焼

く
ぞ
ぉ
〜
。 

（
匿
名
希
望
）

●
来
月
の
テ
ー
マ

「
暑
い
時
に
食
べ
た
い
も
の
」

楽
し
い
話
題
、
待
っ
て
ま
す
！

おおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおお
しししししししししししししししししししししししししししししししし
ゃゃゃゃゃゃゃゃゃゃゃゃゃゃゃゃゃゃゃゃゃゃゃゃゃゃゃゃゃゃゃゃ
べべべべべべべべべべべべべべべべべべべべべべべべべべべべべべべべ
りりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりり

お
し
ゃ
べ
り

トトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトト
ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー
クククククククククククククククククククククククククククククククク

ト
ー
ク���������������������������������

せ
ん
定
し
た
枝
は
ご
み
と

い
っ
し
ょ
に
出
せ
る
の
？

枝
は
太
さ
に
よ
っ
て

出
し
方
が
違
い
ま
す

太さをご確認ください！
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群
馬
県
立
板
倉
高
等
学
校
の
Ｐ
Ｔ
Ａ
本

部
役
員
と
し
て
活
躍
中
の
小
菅
栄
さ
ん
に

お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

　
「
平
成　

年
４
月
に
息
子
が
板
倉
高
校

12

に
入
学
し
ま
し
た
。
当
時
、
高
校
時
代
の

恩
師
が
板
倉
高
校
の
校
長
先
生
で
あ
っ
た

こ
と
、
明
る
く
、
楽
し
く
、
た
く
ま
し
い

学
校
づ
く
り
を
手
伝
っ
て
ほ
し
い
と
い
う

熱
意
に
う
た
れ
、
子
ど
も

た
ち
の
た
め
、
学
校
の
た

め
に
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
役
員
を
引

き
受
け
ま
し
た
」
と
笑
顔

で
説
明
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　

５
年
前
と
比
較
し
て
み

る
と
、
生
徒
た
ち
の
学
習

に
対
す
る
姿
勢
が
変
わ
っ

て
き
た
そ
う
で
す
。「
学
校

が
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
で
の

体
験
学
習
を
取
り
入
れ
、
地
域
の
人
た
ち

の
温
か
い
応
援
で
、
生
徒
た
ち
が
何
か
目

標
を
持
っ
て
、
学
習
し
て
い
る
か
ら
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。
ま
た
、
生
徒
と
先
生

と
の
信
頼
関
係
が
し
っ
か
り
し
て
き
た
か

ら
だ
と
思
い
ま
す
」
と
話
し
て
く
れ
ま
し

た
。
学
校
が
生
徒
に
対
す
る
取
り
組
み
方

を
考
え
な
が
ら
、
が
ん
ば
っ
た
成
果
が
こ

こ
に
現
れ
て
き
て
い
る
よ
う
で
す
。

　

今
年
４
名
の
生
徒
が
東
洋
大
学
に
推
薦

入
学
し
た
そ
う
で
、
こ
れ
は
非
常
に
す
ば

ら
し
い
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

　
「
や
が
て
社
会
に
出
て
か
ら
、い
ろ
い
ろ

な
こ
と
を
経
験
し
て
行
く
と
思
い
ま
す
。

体
験
学
習
で
、
実
際
に
自
分
自
身
で
体
験

す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
仕
事
の
大
変
さ
、

楽
し
さ
、
人
と
の
か
か
わ
り
な
ど
を
勉
強

し
、
将
来
進
む
べ
き
道
の
ヒ
ン
ト
を
つ
か

ん
で
ほ
し
い
、
社
会
で
必
要
な
判
断
力
、

責
任
感
を
高
校
生
活
の
中
で
学
ん
で
ほ
し

い
と
思
い
ま
す
。そ
し
て
、

高
校
で
の
３
年
間
を
、
楽

し
く
、
有
意
義
に
、
若
い

エ
ネ
ル
ギ
ー
を
全
開
に

使
っ
て
も
ら
い
た
い
で

す
。
そ
の
た
め
に
も
Ｐ
Ｔ

Ａ
と
学
校
が
よ
り
一
体
と

な
り
、
地
域
に
溶
け
込
ん

だ
学
校
づ
く
り
を
行
っ
て

い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま

す
」
と
話
す
小
菅
さ
ん
は
、
た
い
へ
ん
や

さ
し
い
性
格
で
、
生
徒
の
気
持
ち
を
大
切

に
考
え
て
く
れ
る
人
格
の
持
ち
主
で
あ
る

こ
と
、
教
育
に
対
し
て
非
常
に
熱
心
に
取

り
組
ん
で
い
る
こ
と
が
伝
わ
っ
て
き
ま
し

た
。
小
菅
さ
ん
が
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長
と
し
て
奮

闘
さ
れ
、
板
倉
高
校
が
、
こ
れ
か
ら
ま
す

ま
す
大
き
く
前
進
し
て
い
く
姿
を
、
見

守
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

板
倉
高
校
、
先
生
が
た
、
そ
し
て
Ｐ
Ｔ

Ａ
の
み
な
さ
ん
が
ん
ば
っ
て
く
だ
さ
い
。

広
報
編
集
委
員　

栃
木
定
夫　

子
ど
も
た
ち
の
た
め

板
倉
高
校
の
た
め

Ｐ
Ｔ
Ａ
と
学
校
が
一
体
と
な
り

地
域
に
溶
け
込
ん
だ
学
校
づ
く
り
を

1952年（昭和27年）４月５日

生まれ　下五箇在住。

平成４年、地元板倉に戻って

きたのをきっかけとして板倉

町立南小学校ＰＴＡ副会長を

務める。その後、板倉町青少

年育成補導協力員を３年間行

うなど、子どもたちの健全な

育成に力を尽くしてきた。平

成12年４月から板倉高校のＰ

ＴＡ本部役員として５年間に

わたり、学校と親との教育の

橋渡し役を行い、現在も子ど

もたちのために活躍中。

こすげ　さかえ

群馬県立板倉高等学校ＰＴＡ会長

小菅　栄さん

心の豊かさを養う農業体験学習

f ace 顔 

子
ど
も
た
ち
の
将
来
の
た
め
に

板
倉
高
校
の
未
来
の
た
め
に
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飛び出せ
　スクール
飛び出せ飛び出せ
スクール　スクール

　

最
近
は
、
社
会
の
変
化
な
ど
に
よ
り
親

子
で
交
流
す
る
時
間
が
減
っ
て
い
る
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
南
小
学
校
で
は
、

家
庭
教
育
学
級
で
親
子
ふ
れ
合
い
学
習
を

実
施
し
ま
し
た
。
こ
の
活
動
を
通
し
て
親

子
で
楽
し
い
ひ
と
と
き
が
共
有
で
き
た
こ

と
と
思
い
ま
す
。

　

体
育
館
を
使
っ
て
、
親
子
で
い
っ
し
ょ

に
楽
し
み
な
が
ら
輪
取
り
ゲ
ー
ム
、
し
っ

ぽ
取
り
ゲ
ー
ム
を
し
ま
し
た
。

　

輪
取
り
ゲ
ー
ム
は
、
笛
の
合
図
で
み
ん

な
が
一
斉
に
輪
の
中
に
入
り
ま
す
。
大
人

だ
け
、
子
ど
も
だ
け
、
親
子
で
な
ど
、
一

つ
の
輪
に
３
人
ま
で
入
れ
ま
す
。
組
み
合

わ
せ
は
、そ
の
都
度
さ
ま
ざ
ま
で
し
た
が
、

子
ど
も
た
ち
は
、
親
子
で
い
っ
し
ょ
の
輪

の
中
に
入
っ
た
時
は
と
て
も
う
れ
し
そ
う

で
し
た
。

　

し
っ
ぽ
取
り
ゲ
ー
ム
は
、
紅
白
２
チ
ー

ム
に
分
か
れ
、
親
子
で
手
を
つ
な
い
で
行

い
ま
し
た
。
し
っ
ぽ
を
取
ら
れ
そ
う
に
な

る
と
、
親
が
子
ど
も
の
体
の
向
き
を
変
え

て
取
ら
れ
な
い
よ
う
に
し
て
い
ま
し
た
。

ま
た
、
後
ろ
に
回
り
、
親
子
で
協
力
し
て

相
手
チ
ー
ム
の
し
っ
ぽ
を
取
っ
て
い
ま
し

た
。子
ど
も
た
ち
は
、親
の
姿
を
見
て
、「
大

人
は
す
ご
い
な
」と
、感
じ
た
よ
う
で
す
。

　

最
後
に
、
あ
り
が
と
う
の
気
持
ち
を
込

め
て
親
の
肩
を
た
た
き
ま
し
た
。
親
子
の

笑
顔
が
す
が
す
が
し
く
す
て
き
で
し
た
。

　

子
ど
も
た
ち
の
感
想
と
し
て
、

「
お
母
さ
ん
と
同
じ
輪
の
中
に
入
っ
た
の

が
お
も
し
ろ
か
っ
た
で
す
」（
男
子
）

「
お
母
さ
ん
の
肩
を
た
た
い
て
あ
げ
た

ら
、
い
い
気
持
ち
だ
と
言
っ
て
く
れ
ま
し

た
。
う
れ
し
か
っ
た
で
す
」（
女
子
）

な
ど
あ
り
ま
し
た
。

　

一
年
生
の
親
子
全
員
参
加
で
、
歓
声
を

あ
げ
な
が
ら
走
り
回
っ
て
い
ま
し
た
。「
親

子
ふ
れ
合
い
学
習
」を
き
っ
か
け
に
し
て
、

親
子
で
話
し
合
う
機
会
を
作
っ
て
み
て
は

い
か
が
で
し
ょ
う
か
。
親
は
一
人
ひ
と
り

の
子
ど
も
の
持
つ
才
能
や
個
性
の
す
ば
ら

し
さ
に
必
ず
気
づ
く
こ
と
が
で
き
る
と
思

い
ま
す
。

楽
し
か
っ
た「
親
子
ふ
れ
合
い
学
習
」 �
南
小
学
校�

感
謝
の
気
持
ち
を
込
め
てみんなで輪取りゲーム

親子で楽しいひととき

感謝の気持ちを
込めて肩たたき

親
子
で
い
っ
し
ょ
に
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わたらせ自然館からの
インフォメーション

お問い合わせは「わたらせ自然館」へ
毎週月・火曜日は休館です

脚
折
雨
乞
い
行
事
見
学
会
参
加
者
募
集

青
少
年
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
発
足
し
ま
し
た

    
脚  
折  
雨  
乞 
い
と
は
、
埼
玉
県
鶴
ヶ
島
市

す
ね 
お
り 
あ
ま 
ご

で
４
年
に
一
度
行
わ
れ
る
行
事
で
す
。
こ

の
行
事
は
、
板
倉
町
と
関
係
が
深
く
、
雷

電
神
社 
御  
手 
洗

み 

た 
ら
し

   
 
沼 
の
水
を
く
ん
で
、
雨
乞

ぬ
ま

い
の
際
に
用
い
て
い
ま
す
。
雨
乞
い
行
事

は
、
２
０
０
人
を
超
え
る
人
が 
龍  
蛇 
を
担

り
ゅ
う 
だ

ぎ
、降
雨
を
祈
願
し
絶
叫
し
ま
す
。
ぜ
ひ
、

超
自
然
的
な
力
に
頼
る
「
雨
乞
い
」
を
見

学
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

◆
日
時　

８
月
１
日
（
日
）

◆
集
合
場
所　

板
倉
町
役
場

◆
募
集
人
員　
　

名
35

◆
参
加
費　

昼
食
代
程
度

◆
締
め
切
り　

７
月　

日
（
金
）

16

◆
問
合
せ
・
申
込
み
先　

文
化
財
保
護
係

�
内
線
１
５
７

※
参
加
希
望
者
に
は
、詳
細
な
集
合
時
間
・

場
所
を
別
途
通
知
い
た
し
ま
す
。

　

雨
乞
い
に
用
い
る
水
を
雷
電
神
社
御
手

洗
沼
に
く
み
に
来
ま
す
。

日
時　

７
月　

日
（
土
）
午
前　

時
前
後

31

11

場
所　

板
倉
町
雷
電
神
社
御
手
洗
沼

　

お
水
と
り
が
き
ま
す
！

　

５
月　

日
（
日
）

23

に
中
央
公
民
館
で

板
倉
町
青
少
年
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
（
奈

良
真
之
会
長
）
の

設
立
総
会
が
行
な

わ
れ
ま
し
た
。

　

新
た
に
板
倉
町
の
青
少
年
団
体
と
し
て

発
足
し
、現
在
は
町
内
外
を
問
わ
ず
、高
校

生
か
ら
社
会
人
ま
で
、
総
勢　

名
の
メ
ン

29

バ
ー
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
を
組
織

し
て
い
ま
す
。そ
し
て
、子
ど
も
た
ち
が
か

か
わ
る
板
倉
町
の
様
々
な
事
業
に
、
い
っ

し
ょ
に
参
加
し
て
い
く
予
定
で
す
。

　

主
な
活
動
は
、子
ど
も
会
林
間
学
校
、中

学
生
キ
ャ
ン
プ
、
新

潟
県
板
倉
町
と
の
交

流
会
、
子
ど
も
学
習

支
援
隊
な
ど
に
も
参

加
。
子
ど
も
た
ち
の

「
良
き
お
兄
さ
ん
、お

姉
さ
ん
」と
な
り
、活
動
の
サ
ポ
ー
ト
や
ア

ド
バ
イ
ス
を
行
い
、
青
少
年
の
リ
ー
ダ
ー

と
し
て
活
躍
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

ま
た
板
倉
町
青
少
年
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で

は
随
時
、
会
員
募
集
を
行
っ
て
い
ま
す
の

で
、
興
味
の
あ
る
か
た
は
お
気
軽
に
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。

◆
申
込
み
・
問
合
せ　

生
涯
学
習
係

�
内
線
１
５
９

高橋淑子姉妹「日本画・陶芸展」開催

◆期　間　７月１０日（土）～７月１８日（日）

月・火曜日　休館

◆時　間　午前９時～午後４時30分

◆場　所　わたらせ自然館　多目的ホール

◆出展者　 高  橋  淑  子 （日本画）・ 高  橋  賢  心 （日本画）
たか はし よし こ たか はし まさ こ

 関  口  踏  絵 （陶芸）
せき ぐち ふみ え

◆入場料　無料

３人の芸術作品を豪華に鑑賞できるまたとな

い機会です。お見逃しのないよう、ぜひご来

場ください。

「ダリア咲く」
高橋淑子作

板倉町が誇る芸術家の大作

「早苗会・おさらい会」開催

三味線合奏と民舞を披露！

◆と　き　７月25日（日）午後１時～４時

◆場　所　わたらせ自然館　多目的ホール

◆内　容

メンバー 15人が華やかな姿であでやかに、ま

たしっとりと演奏します。今回は地元の人も

民舞を披露します。

◆入場料　無料

全長36ｍ、重さ
３トンあります



( 22)( 22)

開
催
日
・
開
催
場
所

▼
７
月　

日
（
日
）
中
央
公
民
館

25

▼
８
月
７
日
（
土
）
南
部
・
北
部
公
民
館

▼
８
月
８
日
（
日
）
東
部
公
民
館

時
間　

午
前
９
時
〜

内
容　

親
子
で
簡
単
に
で
き
る
料
理

講
師　

各
地
区
食
生
活
改
善
推
進
委
員

参
加
費　

一
人
２
０
０
円（
材
料
費
な
ど
）

持
参
品　

エ
プ
ロ
ン
・
タ
オ
ル
・
三
角
巾

対
象
・
定
員　

小
学
生
の
親
子　

組
（　

名
）

15

30

日
時　

７
月　

日
（
土
）　

午
前
９
時
〜

24

場
所　

南
部
公
民
館

内
容　

自
由
作
品

講
師　
 
川  
野  
辺  
光  
治 
先
生

か
わ 
の 

べ 
み
つ 
は
る

参
加
費　

一
人
２
５
０
円（
材
料
費
な
ど
）

持
参
品　

エ
プ
ロ
ン
・
古
い
タ
オ
ル

対
象
・
定
員　

小
学
生
の
親
子　

組
（　

名
）

15

30

問合せ　中央公民館

�８２－２４３５　

日
時　

８
月　

日（
木
）　

午
前
９
時
出
発

26

場
所　

南
部
公
民
館

行
き
先　

赤
見
・
出
流
満
願
寺
方
面

内
容　

マ
ス
釣
り
と
ハ
イ
キ
ン
グ

参
加
費　

大
人　
　

５
０
０
円

　
　
　
　

子
ど
も　

３
０
０
円

対
象
・
定
員　

小
学
生
の
親
子　

組
（　

名
）

15

30

 
親
子
マ
ス
釣
り
体
験
教
室

公公公公公公公公公公民民民民民民民民民民館館館館館館館館館館でででででででででで深深深深深深深深深深ままままままままままるるるるるるるるるる公民館で深まる
親親親親親親親親親親子子子子子子子子子子ののののののののののききききききききききずずずずずずずずずずなななななななななな！！！！！！！！！！親子のきずな！

仲間になりませんか？

 
親
子
料
理
教
室

 
親
子
陶
芸
教
室

内　容団　体　名内　容団　体　名

　大正琴　音和会

文
化
協
会
加
盟
団
体

　書道　板倉書道協会

文
化
協
会
加
盟
団
体

　ちぎり絵   ちぎり絵クラブ　民謡　岩田民謡会
　編み物　あみものクラブ　民謡　板倉町民謡会
　書道　板友書研　文学総合　土くれ会
　陶芸　窯友会　民俗・郷土史研究　板倉町民俗研究会
　写真　サンデーくらぶ　菊の盆栽　板倉町菊の会
　奇術　板倉マジッククラブ　歌謡　板倉町歌謡クラブ
　木遣　建築業組合木遣保存会　八木節　八木節宗家笛亀
　書写　墨風会　油彩画　葦の会
　陶芸　南陶友会　写真　板倉写真クラブ
　皮工芸　ローズの会　鎌倉彫　鎌倉彫愛好会
　絵手紙　四季の会　八木節音頭など　あずま会
　民謡　早苗会　短歌作り　短歌クラブ
　太極拳　極友会　俳句　俳句愛好会
　ハワイアンバンド　メレ・アロハ　読書会　青桐読書会
　古文書研究　古文書研究会利

用
団
体

　種子工芸　種子工芸クラブ
　和太鼓　稲妻太鼓　民謡　大出昇星会
　郷土芸能　里神楽　陶芸　炎友会
　体験・活動・奉仕　ガールスカウト　鑑賞会　ぷちぷちばばんごの会
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7

(東)…東部公民館　(中)…中央公民館

(南)…南部公民館　(北)…北部公民館

(南)9: 30ゆかた着付け教室１木
(北)13: 30編み物教室
(東)13: 30パソコン教室２金
(東)9: 00悠々講座３土
(東)13: 30大人のビーズ教室
(中)19: 00親子和太鼓教室４日
(南)8: 30活き生き学級５月
(東)13: 30パソコン教室６火
(中)19: 30フラダンス教室
(東)13: 30パソコン教室７水
(南)9: 30ゆかた着付け教室８木
(東)13: 30パソコン教室９金
(北)9: 30竹とんぼ作り教室10土
(東)10: 00かやの木おはなし会
(中)19: 00親子和太鼓教室11日
(中)19: 30フラダンス教室13火
(南)10: 00パッチワーク教室14水
(南)10: 00こどもの広場
(北)10: 00活き生き学級
(北)19: 00パソコン教室
(東)19: 00悠々講座
(東)10: 00活き生き学級15木
(北)13: 30編み物教室
(北)19: 00パソコン教室
(北)19: 00パソコン教室16金
(東)9: 30陶芸教室17土
(北)10: 30おはなし会
(東)13: 30大人のビーズ教室
(中)19: 00そば打ち教室
(北)8: 00ファミリーハイキング教室18日
(南)10: 00ガーデニング教室
(中)19: 00親子和太鼓教室

休館日(振替休日)20火
(北)13: 30パソコン教室21水
(中)19: 00プロの料理教室
(北)19: 00パソコン教室22木
(北)19: 00パソコン教室23金
(南)9: 00親子陶芸教室24土
(北)9: 30折り紙教室
(東)10: 00親子映画会
(中)9: 00親子料理教室25日
(北)9: 30陶芸教室28水
(南)10: 00パッチワーク教室
(北)9: 30親子トールペイント教室31土

毎週月曜日は全館休館日です。

日
時　

７
月　

日
（
土
）　

午
前　

時
〜

24

10

場
所　

東
部
公
民
館

題
名　

ミ
ッ
キ
ー
マ
ウ
ス
の
バ
ン
ド
コ
ン

サ
ー
ト
／
ぼ
く
と
き
ど
き
ぶ
た
／
ト
ム
・

ソ
ー
ヤ
の
冒
険
（
冒
険
・
冒
険
ま
た
冒
険
）

入
場
料　

無
料

日
時　

７
月　

日（
土
）　

午
前
９
時　

分
〜

31

30

場
所　

北
部
公
民
館

内
容　

動
物
の
形
を
し
た
キ
ャ
ン
デ
ィ
ー

ボ
ッ
ク
ス
や
壁
掛
け
な
ど

講
師　
 
日  
野  
美  
沙 
先
生

ひ 

の 

み 

さ

対
象
・
定
員　

小
学
生
の
親
子　

組
（　

名
）

15

30

材
料
費　

５
０
０
円

※
各
教
室
の
受
け
付
け
は
７
月
６
日（
火
）

か
ら
始
ま
り
ま
す
。
先
着
順
と
な
り
ま
す

の
で
、お
早
め
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

日
時　

７
月　

日（
日
）　

午
前
８
時
出
発

18

場
所　

北
部
公
民
館

行
き
先　

日
光
戦
場
ヶ
原
周
辺

対
象　

小
・
中
学
生
の
親
子
及
び
一
般
成
人

定
員　
　

名
30

参
加
費　

一
般　
　
　
　
 
３，
０
０
０
円

　
　
　
　

小
・
中
学
生　
 
１，
０
０
０
円

持
参
品　

お
弁
当
・
飲
み
物
・
雨
が
っ
ぱ
・

レ
ジ
ャ
ー
シ
ー
ト
な
ど

　

◆
図
書
室
利
用
の
お
知
ら
せ
◆

　

移
転
工
事
の
た
め
、
お
休
み
し
て
い
た

中
央
公
民
館
図
書
室
が
、
７
月　

日
（
水
）

21

よ
り
利
用
を
再
開
し
ま
す
。
新
し
く
２
階

に
移
転
し
、設
備
も
充
実
し
た
図
書
室
を
、

ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

○
新
コ
ー
ナ
ー
設
置　

Ａ
Ｖ
ブ
ー
ス
（
ビ

デ
オ
・
Ｄ
Ｖ
Ｄ
鑑
賞
）・
幼
児
コ
ー
ナ
ー

図
書
室
だ
よ
り

　

◆
読
書
感
想
文
課
題
図
書
◆

小
学
校
低
学
年
の
部

○
し
ゅ
く
だ
い

○
き
つ
ね
の
か
み
さ
ま

○
こ
の
は
の
お
か
ね
、
つ
か
え
ま
す

小
学
校
中
学
年
の
部

○
ち
び
ね
こ
グ
ル
の
ぼ
う
け
ん

○
ず
い
と
ん
先
生
と
化
け
の
玉

○
よ
み
が
え
れ
、
え
り
も
の
森

小
学
校
高
学
年
の
部

○
す
て
ね
こ
タ
イ
ガ
ー
と
家
出
犬
ス
ポ
ッ
ト

○
海
で
見
つ
け
た
こ
と

○
救
出

中
学
校
の
部

○
エ
ド
ウ
ィ
ナ
か
ら
の
手
紙
ほ
か
２
冊

高
等
学
校
の
部

○
オ
レ
ン
ジ
ガ
ー
ル
ほ
か
２
冊

※
貸
し
出
し
は
一
人
１
冊
、１
週
間
で
す
。

詳
し
い
こ
と
は
中
央
公
民
館
ま
で
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

板板板板板板板板板板板板板板板板板板板板板板倉倉倉倉倉倉倉倉倉倉倉倉倉倉倉倉倉倉倉倉倉倉保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育園園園園園園園園園園園園園園園園園園園園園園児児児児児児児児児児児児児児児児児児児児児児作作作作作作作作作作作作作作作作作作作作作作板倉保育園児作品品品品品品品品品品品品品品品品品品品品品品品展展展展展展展展展展展展展展展展展展展展展展展

開
催
期
間

７
月
１
日
（
木
）
〜　

日
（
土
）

31

展
示
場
所

中
央
公
民
館
ロ
ビ
ー

 
親
子
映
画
会
の
お
知
ら
せ

 
親
子
ト
ー
ル
ペ
イ
ン
ト
教
室

 
フ
ァ
ミ
リ
ー
ハ
イ
キ
ン
グ
教
室



( 24)

　

参
加
者
募
集
!

　

ゴ
ル
フ
選
手
権
大
会

Let ' s  spor t sLet ' s  spor t sLet ' s  spor t sLet ' s  spor t s

海洋センター
�82- 0858
�kai you@t own. i t akur a. gunma. j p

海洋センター
�82- 0858
�kai you@t own. i t akur a. gunma. j p

　

群
馬
県
市
町
村
対
抗
ゴ
ル
フ
選

手
権
大
会
が
９
月　

日
（
水
）
に

29

開
催
さ
れ
ま
す
。
こ
の
大
会
に
出

場
す
る
選
手
を
き
め
る
た
め
に
予

選
会
を
行
い
ま
す
。
上
位
３
名
が

町
の
代
表
と
し
て
出
場
し
ま
す
。

日
時　

８
月
８
日
（
日
）

場
所　

板
倉
ゴ
ル
フ
場

対
象　

町
内
在
住
の
か
た　

プ
レ
ー
費　

自
己
負
担
（
当
日
お

支
払
く
だ
さ
い
）

申
込
締
切　

７
月　

日
（
土
）

17

申
込
み　

海
洋
セ
ン
タ
ー
へ
電
話

で
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

海海海海海海海海海海海海海海海海海海海海洋洋洋洋洋洋洋洋洋洋洋洋洋洋洋洋洋洋洋洋セセセセセセセセセセセセセセセセセセセセンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンタタタタタタタタタタタタタタタタタタタターーーーーーーーーーーーーーーーーーーーププププププププププププププププ
ププププーーーーーーーーーーーーーーーーーーーールルルルルルルルルルルルルルルルルルルル海洋センタープ
ール

７７７７７７７７７７７７７７７７７７７７月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（木木木木木木木木木木木木木木木木木木木木））））））））））））））））
））））オオオオオオオオオオオオオオオオオオオオーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーププププププププププププププププププププンンンンンンンンンンンンンンンンンンンン!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!７月１日（木）
オープン!

日
程　

８
月
１
日（
日
）〜
２
日（
月
）

１
泊
２
日

場
所　

明
和

町
海
洋
セ
ン

タ
ー
及
び
館

林
市
周
辺

学
習
内
容　

カ
ヌ
ー
な
ど

対
象　

体
験
学
習
に
興
味
の
あ
る

小
学
校
５
年
生
〜
中
学
生
の
男
女

参
加
費　

３，
０
０
０
円

定
員　

８
名
（
先
着
順
）

申
込
締
切　

７
月　

日
（
日
）

11

申
込
み　

海
洋
セ
ン
タ
ー
へ
電
話

で
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

�利用期間
　【昼間の部】　７月１日（木）～８月31日（火）
　【夜間の部】　７月21日（水）～８月31日（火）

�利用時間
　【昼間の部】 　（午前）午前９時30分～11時45分

　（午後）午後１時～４時45分
　【夜間の部】　午後５時30分～８時45分

�休館日
　毎週月曜日・祝日・14日（土）・15日（日）
　13日（金）は夜間のみ

�利用料金
　子ども（小・中学生） 50円
　大人（高校生以上）100円
シーズン利用券
　子ども券500円／大人券1, 000円
　ファミリー券2, 000円
　（販売は、海洋センター事務室でします）

※注意事項
　①小学３年生以下の児童は、保護者との同伴が
　　必要です。
　②水泳用の帽子を必ず着用してください。

海洋センター　プール開き７
　１ 木

第38回板倉杯争奪町民野球大会（２日目）
渡良瀬運動場　9: 00～

７
　25 日

海洋センタープール　夜間利用開始７
　21 水

第38回板倉杯争奪町民野球大会（１日目）
渡良瀬運動場　８: 30～

７
　18 日

第33回北関東卓球大会
板倉中学校体育館　8: 30～

７
　18 日

第23回板倉町夏季家庭婦人バレーボール大会
海洋センター体育館　9: 00～

７
　11 日

第10回夏季ゲートボール大会
谷田川ゲートボール場　８: 30～

７
　２ 金

第８回板倉町ソフトボール協会杯争奪リーグ戦開始
板倉中学校庭　（毎週木曜日）20: 00～

７
　１ 木

第15回東京都トライアスロン選手権大会
渡良瀬遊水地　8: 30～

７
　25 日

　

夏
を
体
験
し
よ
う

　

サ
マ
ー
ス
ク
ー
ル
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保健センター
�82- 3757
�hoken@t own. i t akur a. gunma. j p

「
左
右
の
動
か
し
方
が
違
い
、
気
に

な
る
」
な
ど
、
体
の
発
達
や
そ
の

練
習
に
つ
い
て
、
理
学
療
法
士
が

個
別
に
相
談
を
行
い
ま
す
。

期
日　

７
月　

日
（
水
）

28

受
付
時
間　

午
後
１
時　

分
〜
４

30

時　

分
（
時
間
予
約
制
・
一
人　

分
）

30

45

場
所　

保
健
セ
ン
タ
ー

講
師　
 
成  
島  
理  
恵 
先
生
（
理
学
療

な
る 
し
ま 
り 

え

法
士
）

申
込
み　

保
健
セ
ン
タ
ー
へ
直
接

ま
た
は
電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ

さ
い
。

※
８
月
は
、
作
業
療
法
士
の
相
談

会
で
す
。

　

心
の
こ
と
や
痴
ほ
う
性
老
人
の

介
護
な
ど
で
、
お
悩
み
の
か
た
を

対
象
に
相
談
会
を
開
催
し
ま
す
。

日
時　

７
月　

日
（
木
）

29

午
後
２
時
〜
４
時

場
所　

保
健
セ
ン
タ
ー

相
談
員　
 
野  
崎  
裕  
介 
先
生
（
館
林

の 
ざ
き 
ゆ
う 
す
け

厚
生
病
院
神
経
科
）

申
込
み　

保
健
セ
ン
タ
ー
へ
直
接

ま
た
は
電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ

さ
い
。

　

赤
ち
ゃ
ん
と
触
れ
合
う
機
会
の

少
な
い
中
学
生
へ
、
赤
ち
ゃ
ん
を

も
っ
た
喜
び
や
日
々
成
長
し
て
い

く
楽
し
さ
、
ま
た
育
児
の
忙
し
さ

な
ど
を
お
話
し
な
が
ら
、
触
れ
合

い
の
時
間
を
持
っ
て
み
ま
せ
ん

か
。
親
子
だ
け
で
過
ご
す
時
間
の

多
い
お
母
さ
ん
、
中
学
生
の
新
鮮

な
反
応
に
触
れ
る
と
育
児
の
再
発

見
が
で
き
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

※
参
加
を
希
望
さ
れ
る
か
た
は
、

事
前
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

日
時　

８
月
２
日
（
月
）

午
前　

時
〜　

時　

分

10

11

30

場
所　

保
健
セ
ン
タ
ー　
　
　
　

※
身
長
や
体
重
測
定
に
つ
い
て

も
、
中
学
生
に
体
験
さ
せ
て
く
だ

さ
い
。

　

子
ど
も
の
運
動
発
達
に
関
す
る

相
談
会
を
開
催
し
ま
す
。「
座
る
、

立
つ
、
歩
く
」
な
ど
が
、
な
か
な

か
う
ま
く
な
ら
な
い
、
あ
る
い
は

ひ
と
り
で
悩
ま
ず
に
！

精
神
保
健
福
祉
相
談

受 付 時 間担当医師対　 象内 容曜日月

午後１時30分～２時
 松  本  千  織 
まつ もと ち おり

 長  谷  川  喜  厚 
は せ がわ よし あつ

平成12年４月２日～平成13年４月１日生まれの
お子さんと生後90か月までの未接種の

お子さん（19～29区）

日本脳炎予防
接種（初回）

火13７

午後１時15分～２時 橋  本  行  雄 
はし もと ゆき お平成14年４月・５月生まれのお子さんと

保護者のかた
２歳児親子
歯科健診

水14

午後１時30分～２時
 安  楽  岡  滋 
やす ら おか しげる

 平  岩  正  基 
ひら いわ まさ き

平成11年４月２日～平成12年４月１日生まれの
お子さんと生後90か月までの未接種の
お子さん（１～18・30～36区）

日本脳炎予防
接種（追加）

木15

午後１時15分～２時
（４か月児は、午後２

時～２時30分）

 星  野 　 弘 
ほし の ひろし

 井  上  研  次 
いの うえ けん じ

平成15年10月生まれと、平成16年１月・３月
生まれのお子さん

乳幼児健診金16

午後１時30分～２時
 松  本  千  織 
まつ もと ち おり

 後  藤  達 範   
ご とう たつ のり

平成11年４月２日～平成12年４月１日生まれの
お子さんと、生後90か月までの未接種の

お子さん（19～29区）

日本脳炎予防
接種（追加）

水21

午後１時30分～２時
 平  岩  正  基 
ひら いわ まさ き

 横  田  善  次 
よこ た ぜん じ

平成12年４月２日～平成13年４月１日生まれの
お子さんと、生後90か月までの未接種の

お子さん（１～18・30～36区）

日本脳炎予防
接種（２回目）

木22

午後１時30分～２時
 石  山 　 潔 
いし やま きよし

 増  田  安  宏 
ます だ やす ひろ

平成12年４月２日～平成13年４月１日生まれの
お子さんと、生後90か月までの未接種の

お子さん（19～29区）

日本脳炎予防
接種（２回目）

金23

乳 幼 児 日 程 表（会場  保健センター）

※転入されたかたや通知の届かないかたは、保健センターまでお問い合わせください。

コ
ア
ラ
学
級

（
育
児
学
級
）

理
学
療
法
士
に
よ
る

療
育
リ
ハ
ビ
リ
相
談
会

健康相談

７／９（金）保健センター

　　16（金）東部公民館

　　16（金）保健センター

　　23（金）保健センター

８／６（金）北部公民館

時間　午前10時～11時30分

内容　血圧測定と検尿。心

と体の健康に関すること。

日時　７月７日（水）

午前10時～11時30分

場所　保健センター

講師　 大  朏  真  由  美 先生
おお つき ま ゆ み

（作業療法士）

※初めてのかたは、保健

センターへお申し込みく

ださい。送迎も行います。

リハビリ教室
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※
各
免
除
を
受
け
た
期
間
は
、
将

来
老
齢
基
礎
年
金
の
年
金
額
を
計

算
す
る
と
き
に
、
保
険
料
を
納
付

し
た
場
合
の
３
分
の
１
（
半
額
納

付
は
３
分
の
２
）
で
計
算
さ
れ
ま

す
。
免
除
を
受
け
て
か
ら　

年
以

10

内
で
あ
れ
ば
追
納
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
が
、
保
険
料
は
３
年
目
以

降
、
経
過
し
た
年
数
に
よ
っ
て
加

算
さ
れ
た
額
に
な
り
ま
す
。

▼
学
生
納
付
特
例
制
度

　

学
生
本
人
の
所
得
が
一
定
以
下

の
場
合
、
申
請
し
、
承
認
を
受
け

る
と
、
学
生
期
間
中
の
保
険
料
納

付
が
猶
予
さ
れ
ま
す
。

※
特
例
を
受
け
た
期
間
に
つ
い
て

は
、
年
金
額
に
反
映
さ
れ
ま
せ
ん

の
で
、
満
額
の
老
齢
基
礎
年
金
を

受
け
る
た
め
に
は
、
保
険
料
の
追

納
が
必
要
で
す
。

問
合
せ

○
太
田
社
会
保
険
事
務
所

鴨
川
シ
ー
ワ
ー
ル
ド

宿
泊
先　

鴨
川
シ
ー
ワ
ー
ル
ド
ホ

テ
ル

申
込
期
日　

７
月　

日（
金
）ま
で

16

（
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
）

※
参
加
費
な
ど
詳
し
く
は
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　

母
子
寡
婦
会
事
務
局

（
板
倉
町
社
会
福
祉
協
議
会
）

�
　

－

３
９
０
０

82

　

国
民
年
金
は
、所
得
が
少
な
く
、

保
険
料
の
納
付
が
困
難
な
場
合
、

一
定
の
基
準
に
よ
り
納
付
が
免
除

さ
れ
る
制
度
が
あ
り
ま
す
。

▼
法
定
免
除

　

生
活
保
護
法
の
生
活
扶
助
や
障

害
年
金
を
受
け
て
い
る
か
た
は
、

納
付
の
免
除
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

（
障
害
年
金
の
等
級
に
よ
っ
て
は

該
当
し
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
）

▼
申
請
免
除

　

本
人
、
配
偶
者
、
世
帯
主
の
前

年
の
所
得
を
基
準
に
審
査
が
行
わ

れ
、
承
認
さ
れ
る
と
保
険
料
の
全

額
、
ま
た
は
半
額
が
免
除
と
な
り

ま
す
。（
半
額
免
除
が
承
認
さ
れ
た

場
合
は
、
残
り
の
半
額
を
納
付
し

な
い
と
未
納
と
同
じ
扱
い
に
な
り

ま
す
）

　

母
子
寡
婦
会
で
は
、
親
子
ふ
れ

あ
い
交
流
事
業
の
参
加
者
を
募
集

し
ま
す
。
お
子
さ
ん
と
い
っ
し
ょ

に
、
楽
し
い
夏
の
思
い
出
を
作
り

ま
し
ょ
う
。  

対
象　

母
（
父
）
子
家
庭
の
親
子

期
日　

７
月　

日
（
日
）
〜　

日

25

26

（
月
）　

１
泊
２
日

行
き
先　

千
葉
県
マ
ザ
ー
牧
場
・

�
　

－

３
７
１
１

49
○
町
民
生
活
課
年
金
係

�
内
線
１
２
１

　

館
林
厚
生
病
院
で
は
、
来
院
の

か
た
が
た
を
手
助
け
す
る
玄
関
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
の
体
験
学
習
を
行
い

ま
す
。

対
象　

高
校
生
以
上
の
か
た

募
集
人
数　
　

名
（
先
着
順
）

10

申
込
期
日　

７
月　

日（
火
）ま
で

22

に
電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

期
間　

７
月　

日
（
木
）
〜
８
月

29

　

日
（
金
）
の
期
間
で
ご
希
望
の

13２
日
間

体
験
学
習
時
間　

午
前
９
時
〜
正
午

申
込
み
・
問
合
せ　

館
林
厚
生
病

院
地
域
連
携
室

�
　

－

３
１
４
０

72

ご
存
知
で
す
か
？

国
民
年
金
免
除
制
度

親
子
ふ
れ
あ
い
交
流
事
業

参
加
者
募
集
！

お
知
ら
せ　

○水道料金納入地区　14区の一部～29区
○水道料金口座振替日　７月26日（月）

電話当 番 店曜日日月

82- 2152佐山設備土３７

82- 0537㈲根岸工業日４

82- 0126尾崎農機土10

82- 1025㈲鈴木設備日11

82- 0027岩崎設備土17

82- 0001㈲しんえい設備日18

82- 0095山岸管工設備祝19

82- 0261㈲小倉設備土24

77- 0057宇治川管工日25

82- 1856高田管工設備土31

77- 0358㈲長谷川設備日１８

82- 2982土橋設備土７

82- 2152佐山設備日８

玄
関
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

体
験
学
習
を
開
催
！

問合せ　福祉課児童福祉係
�内線１２６
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７ 月 の 布 団 ・ 家 具 類 ・ 鉄 製 品 な ど の 出 せ る 日

【０～１歳児】

５（月）七夕祭り

12（月）ジョウロを作って遊ぼう！

26（月）水鉄砲で遊ぼう！

【２歳以上児】

２（金）七夕祭り

９（金）シャボン玉遊び

16（金）ジョウロを作って遊ぼう！

23（金）水鉄砲で遊ぼう！

30（金）プール遊び

対象　保育園や幼稚園に入園する前

のお子さんとその家族

時間　午前10時～正午

※自由開放（火～木曜日は終日、

月・金曜日の午後）も行っていま

す。お友達ができるチャンスです！

　

地
元
の
ゴ
ル
フ
愛
好
者
の
た
め

に
渡
良
瀬
カ
ン
ト
リ
ー
ク
ラ
ブ
で

は
、
優
先
日
を
設
け
て
い
ま
す
。

こ
の
機
会
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

期
日　
　

月
７
日
（
木
）

10

利
用
料
金　

７，
０
０
０
円

（
プ
レ
ー
フ
ィ
ー
、
カ
ー
ト
代
、

食
事
付
き
）
消
費
税
込
み

利
用
対
象
者　

町
内
に
在
住
、
在

勤
の
か
た

受
付
期
間　

７
月
７
日
（
水
）
〜

９
月　

日
（
木
）

23

申
込
み
・
問
合
せ　

渡
良
瀬
カ
ン

ト
リ
ー
ク
ラ
ブ

�
０
２
８
２－

　

－

１
５
１
５

62

日
時　

８
月　

日
（
火
）
及
び　

24

25

日
（
水
）
の
２
日
間

▼
講
習
Ａ　

午
前
９
時　

分
〜
正

30

午（
午
前
９
時
か
ら
受
け
付
け
）

▼
講
習
Ｂ　

午
後
１
時
〜
３
時　
30

分（
午
後
０
時　

分
か
ら
受
け
付
け
）

30

※
２
日
間
の
間
に
講
習
Ａ
と
Ｂ
を

１
回
ず
つ
受
講
し
て
く
だ
さ
い
。

場
所　

館
林
高
等
看
護
学
院

対
象　

高
校
生
以
上
の
か
た

定
員　

各
講
習　

名
（
応
募
者
多

20

数
の
場
合
は
抽
選
）

参
加
費　

２
０
０
円
程
度
（
教
材

費
な
ど
）

申
込
方
法　

往
復
は
が
き
に
希
望

日
、
住
所
、
氏
名
、
電
話
番
号
、

返
信
用
の
は
が
き
に
、
申
し
込
ま

れ
る
か
た
の
郵
便
番
号
、
住
所
、

氏
名
を
明
記
し
、
学
院
ま
で
お
送

り
く
だ
さ
い
。
８
月　

日
（
火
）

10

必
着
で
お
願
い
し
ま
す
。

申
込
み
・
問
合
せ

〒
３
７
４－

０
０
４
３

館
林
市
苗
木
町
２
４
９
７－

１　

館
林
高
等
看
護
学
院
家
庭
介
護
講

習
会
係

�
　

－

７
１
７
５

73

緑の募金ありがとう！
総額２４１，９５１円

　平成16年度も昨年同様にたく

さんの募金を集めることができ

ました。ご協力ありがとうござ

いました。

　みなさんからいただいた貴重

な募金は、町内小中学校や公民

館などの公共施設の緑化をはじ

め、多くの事業に活用されます。

問合せ　都市開発課公園緑地係

�内線１６２

不燃性粗大ごみ・小型家電
資源ごみ可 燃 性 粗 大 ご み

自転車・鉄製品
ダンボール
新聞紙・雑誌
衣類

アルミニウム製品
小型家電など

布団類

木製の家具類
搬入可能な物

直接搬入
できないかた直接搬入のかた直接搬入

できないかた直接搬入のかた搬 入 方 法

有料無料有料無料料　 金

申込期限
８日（木）

月～金曜日

申込期限
８日（木）

８日（木）

29日（木）
受 入 日 調査日

13日（火）
調査日
13日（火）

収集日
16日（金）

収集日
16日（金）

午前９時～
午後３時

午前９時～
午後３時受 入 時 間

○小型家電のうち、テレビ・冷蔵庫・洗濯機・エアコン・パソコンは除きます。
○日曜日の受け入れを行います。７月18日（日）午前９時～正午
○申し込み期限を過ぎてから申し込みをされたかたは、翌月の収集になります。
申込み・問合せ　資源化センター　�８２-５３７１

参
加
し
ま
せ
ん
か
？

家
庭
介
護
講
習
会
を
開
催

固定資産税（第２期）
国民健康保険税（第１期）
介護保険料普通徴収（第１期）

納期限　８月２日（月）まで
問合せ　税務課
�内線１１６・１１７

地
元
優
先
日
に

ゴ
ル
フ
を
し
よ
う
！
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〒
３
７
３－

８
７
１
８

太
田
市
浜
町
２－

　

（
太
田
市
役

35

所
内
）

東
毛
広
域
市
町
村
圏
振
興
整
備
組
合

�
　

－

1
８
５
０

47

　

群
馬
県
で
は
、
県
内
に
設
置
さ

れ
て
い
る
浄
化
槽
の
設
置
状
況
を

把
握
す
る
た
め
に
、�
群
馬
県
環

境
検
査
事
業
団
へ
委
託
し
て
調
査

を
行
い
ま
す
。

対
象　

３
年
以
上
前
に
設
置
し
た

浄
化
槽
（
町
内
で
は
、
お
よ
そ
４

０
０
基
）

実
施
期
日　

７
月　

日
（
火
）・

20

　

日
（
水
）

21調
査
内
容

①
浄
化
槽
の
使
用
状
況
確
認

②
使
用
者
の
氏
名

③
住
所
地
番
変
更
な
ど
の
確
認

そ
の
他　

調
査
に
は
、�
群
馬
県

環
境
検
査
事
業
団
の
身
分
証
明
書

を
持
っ
た
職
員
が
伺
い
ま
す
。

問
合
せ

○�
群
馬
県
環
境
検
査
事
業
団

�
０
２
７－

２
３
７－

５
１
１
４

○
館
林
保
健
福
祉
事
務
所

�
　

－

３
２
３
０

72
○
環
境
課
環
境
衛
生
係

�
内
線
１
５
５

　

東
毛
広
域
市
町
村
圏
振
興
整
備

組
合
で
は
、
圏
域
内
９
市
町
と
組

合
の
施
設
な
ど
を
見
学
し
、
東
毛

地
域
の
歴
史
や
文
化
、
組
合
に
対

す
る
認
識
を
深
め
て
い
た
だ
く
た

め
、
日
帰
り
バ
ス
ツ
ア
ー
を
開
催

し
ま
す
。

開
催
日　

８
月　

日
（
水
）

25

集
合
時
間　

午
前
８
時　

分
15

コ
ー
ス
及
び
集
合
場
所

▼
太
田
コ
ー
ス　

太
田
市
運
動
公

園
駐
車
場

▼
館
林
コ
ー
ス　

館
林
市
役
所
南

面
駐
車
場

対
象
者　

圏
域
在
住
の
保
護
者
の

か
た
と
小
学
生
以
上
の
お
子
さ
ん

２
人
１
組

募
集
人
数　

各
コ
ー
ス　

組　

人

25

50

（
応
募
者
多
数
の
場
合
は
抽
選
）

参
加
費　

無
料

申
込
方
法　

は
が
き
に
参
加
を
希

望
さ
れ
る
か
た
全
員
の
住
所
、
氏

名
、
年
齢
、
電
話
番
号
、
希
望
コ
ー

ス
を
明
記
し
、
組
合
ま
で
お
送
り

く
だ
さ
い
。
７
月　

日
（
土
）
必

31

着
で
お
願
い
し
ま
す
。

申
込
み
・
問
合
せ

　

肘
曲
が
り
池
の
生
態
系
を
保
全

す
る
た
め
、
ブ
ラ
ッ
ク
バ
ス
な
ど

を
駆
除
す
る
、
バ
ス
釣
り
大
会
を

開
催
し
ま
す
。

日
時　

７
月　

日
（
日
）

25

午
後
１
時　

分
〜
５
時

30

場
所　

肘
曲
が
り
池

対
象　

町
内
に
在
住
の
か
た
（
小

学
校
低
学
年
生
は
大
人
同
伴
）

内
容

▼
肘
曲
が
り
池
周
辺
の
ト
ン
ボ
観

察
会
を
併
せ
て
実
施
、
終
了
後
引

き
続
き
釣
り
大
会
を
行
い
ま
す
。

▼
対
象
魚
は
ブ
ラ
ッ
ク
バ
ス
、
ブ

ル
ー
ギ
ル
な
ど
の
バ
ス
類
で
す
。

▼
釣
餌
は
ミ
ミ
ズ
限
定
で
す
。

▼
参
加
者
全
員
で
、
池
及
び
周
辺

の
清
掃
活
動
を
行
い
ま
す
。

▼
成
績
優
秀
者
に
は
粗
品
贈
呈
。

問
合
せ　

天
神
池
探
検
隊

�
　

－
０
１
５
５

82

　

群
響
館
林
第
九
演
奏
会
に
出
演

す
る
合
唱
団
員
を
募
集
し
ま
す
。

練
習
日　

毎
週
木
曜
日

午
後
７
時
〜
９
時

練
習
場
所　

館
林
市
三
の
丸
芸
術

ホ
ー
ル
ま
た
は
館
林
市
文
化
会
館

小
ホ
ー
ル

練
習
内
容　

東
京
芸
大
教
授
の 
多 た

 
田  
羅  
迪  
夫 
先
生
を
中
心
に
発
声
、

た 

ら 
み
ち 
お

発
音
や
パ
ー
ト
練
習
な
ど
を
練
習

し
ま
す
。
初
心
者
、
練
習
見
学
者

歓
迎
し
ま
す
。

第
１
回
練
習
日　

７
月　

日（
木
）

15

会
費

▼
一
般　
　
　
  
１
３，
０
０
０
円

▼
大
学
生　
　
  
１
０，
０
０
０
円

▼
中
・
高
校
生　
　

５，
０
０
０
円

※
そ
の
他
楽
譜
代
な
ど
が
別
途
必

要
と
な
り
ま
す
。

問
合
せ　

館
林
第
九
合
唱
団

○
会
長　
 
根  
岸 　
 
弘 

ね 
ぎ
し 

ひ
ろ
し

�
　

－

０
６
５
０

74
○
事
務
局
長　
 
篠  
村  
宏  
明 

し
の 
む
ら 
ひ
ろ 
あ
き

�
　

－

８
８
６
５

73

お
知
ら
せ　

浄
化
槽
設
置
状
況
調
査
に

ご
協
力
く
だ
さ
い
！

日
帰
り
バ
ス
ツ
ア
ー
開
催

ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
！

バ
ス
釣
り
大
会
に

参
加
し
ま
せ
ん
か
？

群
響
館
林
第
九
演
奏
会

合
唱
団
員
募
集
！

問合せ　産業振興課商工観光係
�内線１５３
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回
無
料
で
、
希
望
開
催
曜
日
や
学

習
内
容
を
伺
い
ま
す
。

初
回　

８
月　

日
（
日
）

22

午
前　

時
〜　

時　

分

10

11

30

場
所　

中
央
公
民
館

参
加
費　

２
０
０
円
／
回
（
当
日

会
場
で
受
け
付
け
ま
す
）

問
合
せ　

板
倉
町
国
際
交
流
協
会

事
務
局
（
役
場
企
画
財
政
課
内
）

�
内
線
１
３
５

�

kokusai@town.itakura.gun

ma.jp

※
お
近
く
に
、
日
本
語
で
生
活
に

不
自
由
を
感
じ
ら
れ
て
い
る
か

た
、
友
達
が
欲
し
い
と
い
う
か
た

が
い
ま
し
た
ら
、
サ
ロ
ン
を
教
え

て
あ
げ
て
く
だ
さ
い
！　

ま
た
、

サ
ロ
ン
の
日
本
語
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　

木
と
い
う
素
材
の
持
つ
豊
か
な

表
情
や
あ
じ
わ
い
を
再
発
見
し
、

　
「
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
」と

は
、
す
べ
て
の
国
民
が
犯
罪
や
非

行
の
防
止
と
罪
を
犯
し
た
人
た
ち

の
更
生
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
、

犯
罪
や
非
行
の
な
い
明
る
い
社
会

を
築
こ
う
と
す
る
、
全
国
的
な
運

動
で
す
。
町
で
は
、
７
月
１
日
か

ら
１
か
月
間
全
国
一
斉
に
展
開
さ

れ
る
「
第　

回
社
会
を
明
る
く
す

54

る
運
動
」
に
併
せ
、
保
護
司
・
更

生
保
護
女
性
会
の
か
た
が
た
に
よ

り
、
運
動
を
行
い
ま
す
。
ま
た
行

政
区
長
さ
ん
を
通
じ
て
、
社
会
浄

化
募
金
活
動
を
行
い
ま
す
の
で
、

ど
う
ぞ
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

募
金
額　

１
０
０
円
以
上
（
一
世

帯
当
た
り
）

問
合
せ　

福
祉
課
児
童
福
祉
係

�
内
線
１
２
６

　　

生
活
や
最
近
の
話
題
か
ら
、
毎

日
使
え
る
日
本
語
を
練
習
し
な
が

ら
、
お
互
い
の
文
化
の
違
い
を
伝

え
合
い
ま
す
。
ぜ
ひ
、
参
加
し
て

み
ま
せ
ん
か
？　

少
人
数
で
日
本

語
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
楽
し
く
、
日

本
語
を
身
に
つ
け
ま
し
ょ
う
。
初

良
さ
を
活
か
し
た
造
形
作
品
に
親

し
ん
で
く
だ
さ
い
。

期
日　

９
月
５
日
（
日
）
ま
で

場
所　

群
馬
県
立
館
林
美
術
館

開
館
時
間　

午
前
９
時　

分
〜
午

30

後
５
時

休
館
日　

月
曜
日
（
７
月　

日
、

19

８
月　

日
を
除
く
）、
７
月　

日

16

20

（
火
）、
８
月　

日
（
火
）

10

観
覧
料

▼
一
般　
　

４
０
０
円

▼
大
高
生　

２
０
０
円

※
中
学
生
以
下
、
障
害
者
手
帳
を

お
持
ち
の
か
た
と
そ
の
介
護
者
１

名
は
無
料

問
合
せ　

群
馬
県
立
館
林
美
術
館

�
　

－

８
１
８
８

72

　

８
月
１
日
現
在
で
、
町
内
の
ひ

と
り
暮
ら
し
を
さ
れ
て
い
る
高
齢

者
の
調
査
を
行
い
ま
す
。
地
域
の

民
生
委
員
が
調
査
に
お
伺
い
し
ま

す
の
で
、ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
合
せ　

福
祉
課
高
齢
福
祉
係

�
内
線
１
９
１

　

大
自
然
の
中
で
生
き
物
と
の
ふ

れ
あ
い
や
、ロ
ン
グ
ハ
イ
ク
な
ど
、

違
う
学
年
の
友
達
と
い
っ
し
ょ
に

さ
ま
ざ
ま
な
野
外
活
動
を
行
う
、

東
毛
わ
ん
ぱ
く
ス
ク
ー
ル
を
開
催

し
ま
す
。

期
日　

８
月　

日
（
日
）
〜　

日

22

25

（
水
）
の
３
泊
４
日
、
平
成　

年
17

１
月
７
日
（
金
）
〜
９
日
（
日
）

の
２
泊
３
日

会
場　

東
毛
少
年
自
然
の
家
と
そ

の
周
辺

対
象　

全
日
程
に
参
加
可
能
な
小

学
校
４
年
生
〜
６
年
生
の
児
童

定
員　

１
０
０
名
（
応
募
者
多
数

の
場
合
は
抽
選
）

参
加
費　

１
５，
０
０
０
円

申
込
期
日　

７
月
１
日
（
木
）
〜

　

日
（
土
）
ま
で
に
電
話
で
お
申

31し
込
み
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　

東
毛
少
年
自
然
の
家

�
０
２
７
７－

　

－

５
６
６
６

78

「
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
」

に
ご
協
力
く
だ
さ
い
！

「
木
で
つ
く
る
美
術
」

た
だ
い
ま
開
催
中
！

日
本
語
会
話
サ
ロ
ン
を

開
催
し
ま
す
！

大
自
然
に
囲
ま
れ
て
！

わ
ん
ぱ
く
ス
ク
ー
ル
開
催

ひ
と
り
暮
ら
し
高
齢
者

調
査
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
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群
馬
県
立
太
田
産
業
技
術
専
門

校
に
、若
年
者
就
職
支
援
の
学
科
・

日
本
版
デ
ュ
ア
ル
シ
ス
テ
ム
型
訓

練
機
械
加
工
科
が　

月
か
ら
新
設

10

さ
れ
ま
す
。

日
程

▼
第
１
回　

７
月
６
日
（
火
）

▼
第
２
回　

７
月　

日
（
木
）

22

▼
第
３
回　

８
月
３
日
（
火
）

時
間　

午
後
２
時
〜
３
時

場
所　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
館
林

対
象
者　
　

歳
以
下
の
か
た

35

問
合
せ　

太
田
産
業
技
術
専
門
校

�
　

－

１
７
７
６

31

　

平
成　

年
度
介
護
支
援
専
門
員

16

実
務
研
修
受
講
試
験
の
受
け
付
け

が
始
ま
り
ま
す
。

試
験
案
内
配
布
開
始
日　

７
月
上
旬

配
布
場
所　

県
庁（
介
護
保
険
課
、

県
民
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
）、館
林

保
健
福
祉
事
務
所
、
役
場
福
祉
課

申
込
期
間　

８
月
２
日
（
月
）
〜

８
月　

日
（
金
）

20

試
験
日　
　

月　

日
（
日
）

10

24

受
験
資
格
な
ど
に
つ
い
て
は
、
群

馬
県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

http：
//www.pref.gunma.jp/

c/11/sikenn.htm

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　

福
祉
課
介
護
保
険
係

�
内
線
１
９
１

受
験
資
格　

館
林
地
区
消
防
組
合

管
内
の
大
学
卒
業（
昭
和　

年
４

53

月
２
日
〜
昭
和　

年
４
月
１
日
生

58

ま
れ
）、
短
大
卒
業（
昭
和　

年
４

55

月
２
日
〜
昭
和　

年
４
月
１
日
生

60

ま
れ
）、
高
校
卒
業（
昭
和　

年
４

57

月
２
日
〜
昭
和　

年
４
月
１
日
生

62

ま
れ
）
で
日
本
国
籍
を
有
す
る
か

た
（
卒
業
見
込
み
を
含
み
ま
す
）。

管
外
に
お
住
ま
い
の
か
た
で
も
、

家
族
が
管
内
に
お
住
ま
い
の
か
た

は
応
募
で
き
ま
す
が
、
採
用
後
は

管
内
居
住
が
条
件
で
す
。

募
集
人
員　

若
干
名

申
込
期
間　

８
月
２
日
（
月
）
〜

８
月　

日
（
金
）

20

※
土
曜
日
・
日
曜
日
を
除
く

提
出
書
類　

受
験
申
込
書
（
館
林

地
区
消
防
組
合
消
防
本
部
総
務
課

に
あ
り
ま
す
）、
成
績
証
明
書
、
人

物
証
明
書
、
返
信
用
封
筒
（　

円
80

切
手
を
は
っ
た
も
の
）

試
験
日

▼
第
一
次
試
験　

９
月　

日（
日
）

19

▼
第
二
次
試
験　
　

月
中
旬
予
定

10

申
込
み
・
問
合
せ　

館
林
地
区
消

防
組
合
消
防
本
部
総
務
課
庶
務
係

�
　

－

３
１
７
１

72
受
験
資
格　

昭
和　

年
４
月
２
日

49

か
ら
昭
和　

年
４
月
１
日
ま
で
に

62

生
ま
れ
た
か
た

※
学
校
教
育
法
に
よ
る
大
学
（
短

期
大
学
を
除
く
）
ま
た
は
、
こ
れ

と
同
等
と
人
事
委
員
会
が
認
め
る

学
校
を
卒
業
し
た
か
た
、
平
成　
17

年
３
月　

日
ま
で
に
卒
業
す
る
見

31

込
み
の
か
た
は
除
き
ま
す
。

受
付
期
間　

７
月　

日
（
火
）
〜

20

８
月
６
日
（
金
）

第
一
次
試
験
日　

９
月　

日（
日
）

19

問
合
せ　

館
林
警
察
署

�
　

－

０
１
１
０

75
ま
た
は
最
寄
り
の
交
番
・
駐
在
所

ま
で

〜
水
道
課
〜

◆
平
成　

年
度
町
道
２
１
３
４
号

16

線
（
大
高
嶋
地
内
）
配
水
管
布
設

替
工
事

工
事
場
所　

大
字
大
高
嶋
地
内

落
札
金
額　

３，
０
５
０，
０
０
０
円

落
札
業
者　

㈲
長
谷
川
設
備

◆
平
成　

年
度
県
道
麦
倉
・
川
俣

16

停
車
場
線
（
下
五
箇
地
内
）
道
路

改
良
工
事
に
伴
う
配
水
管
布
設
替

工
事

工
事
場
所　

大
字
下
五
箇
地
内

落
札
金
額　

１，
５
９
０，
０
０
０
円

落
札
業
者　

宇
治
川
管
工

◆
平
成　

年
度
町
道
３
２
７
３
号

16

線
（
海
老
瀬
地
内
）
配
水
管
布
設

工
事

工
事
場
所　

大
字
海
老
瀬
地
内

落
札
金
額　

３，
８
０
０，
０
０
０
円

落
札
業
者　

岩
崎
設
備

介
護
支
援
専
門
員

実
務
研
修
受
講
試
験
実
施

新
設
学
科
説
明
会
を

開
催
し
ま
す
！

試
験
・
受
験

平
成　

年
度
警
察
官

16

採
用
試
験
を
実
施
！

入
札
結
果

人
の
命
と
財
産
を
守
る

消
防
職
員
募
集
！

お
知
ら
せ　
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●法律相談
７月13日（火）午後１時～３時
中央公民館

相談員　 森  尻  光  昭  弁護士
もり じり みつ あき

問合せ　総務課　�内線115

●行政相談
７月16日（金）午前10時～正午
中央公民館

相談員　 増  田  富  美  子  行政相談委員
ます だ ふ み こ

問合せ　企画財政課　�内線136

●農地相談
７月５日（月）・８月２日（月）
午後１時30分～４時
農業委員会相談室
相談員　農業委員２名
問合せ　農業委員会　�内線130

●子育て相談
毎週月～金曜日
午後１時30分～４時
※電話相談も受け付けています。
問合せ   西保育園　�82- 2014

●ボランティア何でも相談
毎週月～金曜日
午前８時30分～午後５時　福祉センター
問合せ　ボランティアセンター
�82- 3900

●心配ごと相談
７月13日（火）・27日（火）
午前９時30分～正午　福祉センター
問合せ　板倉町社会福祉協議会
�82- 3900

●交通事故巡回相談
７月２・９・16・23日／８月６日
（毎週金曜日開催）　午前10時～午後４時
太田市役所２階　交通政策課相談室
問合せ
群馬県庁交通政策課　�027- 226- 2388
役場環境課　�内線155

●一般健康相談
７月５日（月）・８月２日（月）
受付　午後１時～２時
問合せ　館林保健福祉事務所
�72- 3230

●くらしの相談窓口
休館日（原則、月曜日、祝日）を除く毎日
午前８時30分～午後５時
※なお、南部公民館・北部公民館は、
土曜日の午後０時30分まで
問合せ
中央公民館　�82- 2435
東部公民館　�82- 1241
南部公民館　�82- 1424
北部公民館　�77- 1855

　秘密厳守・相談無料

定例相談定例相談

　

県
で
は
不
妊
で
お
悩
み
の
か
た

に
無
料
で
個
別
相
談
を
行
っ
て
い

ま
す
。お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

相
談
日　

毎
月
第
１
・
第
３
木
曜
日

場
所　

健
康
づ
く
り
財
団
６
階

費
用　

無
料

申
込
方
法　

月
曜
日
〜
金
曜
日

（
祝
日
は
休
み
に
な
り
ま
す
）の
午

前
９
時
〜
午
後
４
時
ま
で
に
、
不

妊
専
門
相
談
セ
ン
タ
ー
ま
で
電
話

で
ご
予
約
く
だ
さ
い
。

問
合
せ

○
不
妊
専
門
相
談
セ
ン
タ
ー　

�
０
２
７－

２
６
９－

９
９
６
６

○
県
庁
保
健
予
防
課　

�
０
２
７－

２
６
９－

２
６
０
６

▼
介
護
相
談
会

問
合
せ　

福
祉
課
介
護
保
険
係

�
内
線
１
９
１

▼
教
育
相
談

子
ど
も
の
教
育
や
心
に
悩
み
の
あ

る
か
た
は
、
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

日
時　

毎
週
木
曜
日

午
前
９
時
〜
午
後
３
時

問
合
せ　

教
育
委
員
会
学
校
教
育
係

�
直
通
電
話　
　

－

４
０
０
４

80

●土地・建物何でも無料相談
７月13日（火）
※８月の無料相談はお休みになります。
午後１時～３時　館林市城沼公民館
相談・問合せ
ＮＰＯ群馬不動産コンサルティング協会
館林支部会員　�090- 3242- 8394

相
談
・
悩
み

ご
寄
付
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た

毎週金曜日

午前10時～11時30分

介護でお悩みのかたは、
ご相談ください。

場 所日月
北部公民館２７

南部公民館９

東部公民館16

保健センター23

北部公民館６８

○
図
書
券
（
３
万
円
相
当
）

南
小
学
校
用
と
し
て

 
荒  
井  
賢  
一  
郎 
さ
ん
（
下
五
箇
）
よ
り

あ
ら 
い 
け
ん 
い
ち 
ろ
う

○
金
１
０
０，
０
０
０
円

防
犯
機
具
購
入
費
と
し
て

館
林
東
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ

会
長　
 
吉  
田  
和  
美 
さ
ん
よ
り

よ
し 
だ 
か
ず 
み

○
移
動
式
黒
板

平
成　

年
度
卒
業
記
念
と
し
て

15

東
小
学
校
卒
業
生
保
護
者
一
同

代
表　
 
石  
川  
恭  
子 
さ
ん
よ
り

い
し 
か
わ 
き
ょ
う 
こ

○
図
書
館
図
書
バ
ー
コ
ー
ド
シ
ス
テ

ム
一
式
及
び
児
童
用
図
書

南
小
児
童
図
書
館
整
備
用
と
し
て

南
小
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ

会
長　
 
高  
野  
勇  
一 
さ
ん
よ
り

こ
う 
の 
ゆ
う 
い
ち

○
ポ
ー
タ
ブ
ル
ア
ン
プ 
一
式

平
成　

年
度
卒
業
記
念
と
し
て

15

西
小
学
校
卒
業
生
一
同 
様
よ
り

○
テ
ン
ト 
１
張

平
成　

年
度
卒
業
記
念
と
し
て

15

北
小
学
校
卒
業
生
保
護
者
一
同

代
表　
 
栗  
原  
久  
仁  
恵 
さ
ん
よ
り

く
り 
は
ら 
く 

に 

え

○
体
育
館
用
大
型
石
油
ス
ト
ー
ブ 

１
台 
・ 
花
梨 
１
本

平
成　

年
度
卒
業
記
念
と
し
て

15

南
小
学
校
卒
業
生
保
護
者
一
同

代
表　
 
斉  
藤  
照  
恵 
さ
ん
よ
り

さ
い 
と
う 
て
る 
え

○
ユ
ニ
ッ
ト
書
架
（　

万
円
相
当
）

10

北
保
育
園
用
と
し
て

板
倉
耳
鼻
咽
喉
科
ク
リ
ニ
ッ
ク

院
長　
 
松  
本  
千  
織 
さ
ん
よ
り

ま
つ 
も
と 
ち 
お
り

○
ユ
ニ
ッ
ト
書
架
（　

万
円
相
当
）

10

北
保
育
園
用
と
し
て

わ
た
ら
せ
ク
リ
ニ
ッ
ク

院
長　
 
山  
根  
泰  
三 
さ
ん
よ
り

や
ま 
ね 
た
い 
ぞ
う

○
三
春
乃
さ
く
ら

喜
寿
記
念
と
し
て

西
谷
田
小　

昭
八
会

代
表　
 
小  
暮  
与  
一 
さ
ん
よ
り

こ 
ぐ
れ 
よ 
い
ち

不
妊
で
お
悩
み
の
か
た

ご
相
談
く
だ
さ
い
！
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町内で行
われた行

事や

イベント
で、みん

なの

笑顔をみ
つけまし

た。

○内科・外科・産婦人科の診療時間は、午前９時～午後５時
○耳鼻科の診療時間は、午前９時～午後１時
○救急テレホンサービス（�73- 5699）：受診できる病院を紹介しています

板
倉
町
の
文
壇

●
俳　

句

冷
奴
そ
っ
と
刃
入
る
る
お
下
げ
髪　

 
川  
野  
邉  
静  
江 

か
わ 

の 

べ 

し
ず 

え

歳
重
ね 
夫 
ま
る
く
な
る
冷
奴　
　
　

つ
ま

 
新  
井  
信  
子 

あ
ら 

い 

の
ぶ 

こ

冷
奴
未
だ
頼
り
の
父
の
背
な

 
岡  
部 
い
ず
み

お
か 

べ

冷
奴
酒
の
つ
ま
み
に
マ
マ
さ
ん
と　

 
藤  
野  
好  
治 

ふ
じ 

の 

こ
う 

じ

子
と
母
と
頬
張
り
を
し
て
冷
奴　
　

 
矢  
口  
慶  
子 

や 

ぐ
ち 
け
い 

こ

絶
妙
の
冷
た
さ
が
良
し
冷
奴　
　
　

 
小  
林 　
 
滉 

こ 

ば
や
し 

ひ
ろ
し

冷
奴
舌
に
あ
ま
え
る
か
に
崩
れ　
　

 
川  
野  
邉  
喜  
代  
子 

か
わ 

の 

べ 

き 

よ 

こ

言
い
出
せ
ず
挟
み
そ
こ
ね
し
冷
奴　

 
藤  
野 
こ
づ
い

ふ
じ 

の

 
談 
弾
む
ほ
ど
に
崩
る
る
冷
奴　
　
　

だ
ん

 
川  
野  
邉  
己  
代  
治 

か
わ 

の 

べ 

み 

よ 

じ

娘
っ
子
に
似
合
ふ
う
つ
は
や
冷
奴　

 
荒  
井  
八  
重 

あ
ら 

い 

や 

え

五
月
雨
や
駅
の
吐
き
出
す
傘
の
花

 
三  
関 　
 
彰 

み 

せ
き 

あ
き
ら

柿
若
葉
散
歩
の
歩
数
延
び
に
け
り　

 
荻  
野  
次  
雄 

お
ぎ 

の 

つ
ぎ 

お

深
酒
の
祖
父
の
胸
襟
冷
奴　
　
　
　

 
栗  
原  
敏  
子 

く
り 
は
ら 
と
し 

こ

如
才
な
さ
一
杯
も
ら
ふ
冷
奴　
　
　

 
小  
磯 　
 
靖 

こ 

い
そ 

や
す
し

紫
は
母
の
座
布
団
桐
の
花　
　
　
　

 
小  
暮  
与  
一 

こ 

ぐ
れ 

よ 

い
ち

冷
奴
み
な
定
連
の
顔
付
き
で

 
宮  
田  
藤  
仔 

み
や 

た 

と
う 

し

●
短　

歌

 
時  
間 
を
待
つ
透
い
て
光
れ
る
羽
化
の
翅

と 

き

　

揚
羽
蝶
の
生
命
の
営
みよ

し
ば
こ
う

何
事
も 
素  
直 
に
生
き
来
し
君
な
る
に

す 

な
ほ

　

湯
船
に
逝
け
り 
終 
の
旅
路
を

つ
い

 
渡  
辺  
初  
津  
井 

わ
た 
な
べ 

は 

つ 

い

特
大
の
履
物
な
ら
ぶ
玄
関
に

　
 
隠 
れ
る
や
う
に 
曾  
孫 
の
靴

か
く 

ひ
い 
ま
ご 

川  
野  
辺  
君  
代 

か
わ 

の 

べ 

き
み 

よ

 
麦  
藁 
を 
燃 
や
す
煙
り
の
白
く
立
ち

む
ぎ 
わ
ら 

も

　

梅
雨
の
は
し
り
の
雲
に 
溶 
け
込
む

と
 
三  
関 　
 
彰 

み 

せ
き 

あ
き
ら

生
れ
つ
き
の
障
害
お
も
き
孫
抱
け
ば

　

生
命
の 
鼓  
動 
は
腕
に
傳
わ
る

こ 

ど
う

 
根  
岸  
都  
代  
子 

ね 

ぎ
し 

と 

よ 

こ

幹
線
の 
堰 
止
め
ら
れ
し
一
夜
に
て

せ
き

　
 
水  
嵩 
は
ま
す 
田  
植  
入 
り
の
日

み
ず 
か
さ 

た 

う
え 

い

 
真  
下  
明  
夫 

ま 

し
も 
あ
き 

お

住
み 
馴 
れ
し
家 
毀 
つ
日
の
近
づ
け
ば

な 

こ
ぼ

　

大
黒
柱 
撫 
ず
る
夫
の 
眸  
潤 
む

な 

め 

う
る

 
根  
岸  
勝  
子 

ね 

ぎ
し 
か
つ 

こ

 
境  
内 
の
茶
店
に
す
す
る 
心  
太 

け
い 
だ
い 

と
こ
ろ 
て
ん

　

五
月
一
日
雷
電
さ
ま
の 

斉  
藤  
茂  
雄 

さ
い 
と
う 
し
げ 

お

前
髪
を
軽
く
な
び
か
せ
幼
子
は

　

補
助
輪
取
れ
た
日
自
転
車
を 
漕 
ぐ

こ

 
真  
下  
美  
津  
子 

ま 

し
も 

み 

つ 

こ

飼
猫
に 
小
豆  
大
豆 
と
名
付
け
た
る

あ
ず
き 

だ
い
ず

　

犬
猫
病
院
の
看
護
師 
孫  
娘 
は

ま 

ご
 
大  
塚  
利  
市 

お
お 
つ
か 

り 

い
ち

や
ね
越
ゆ
る
ニ
セ
ア
カ
シ
ヤ
に
花
み

ち
て

　

け
だ
る
き
ほ
ど
の
香
を
放
ち
を
り

 
川  
島 
ノ
ブ

か
わ 
し
ま

水
無
月
は
わ
が
生
れ
し
月
更
新
の

　

運
転
免
許
証
い
か
に
処
す
べ
し

 
谷  
口  
恵  
満  
子 

た
に 
ぐ
ち 

え 

み 

こ

館 林 邑 楽 全 地 区館 林
板 倉期 日

歯 科耳 鼻 科外 科内 科

館林邑楽歯科保健医療センター
73- 8818

診療時間　午前９時～正午
　　　　　午後１時～３時

川田耳鼻
72- 3314

新橋病院
75- 3011

堀越医院
73- 4151

井上整形外科
82- 1131

７月４日（日）

川村耳鼻
72- 1337

慶友整形外科
72- 6000

大石内科
74- 2362

増田医院
82- 2255

７月11日（日）

緊 急 の と き
今村クリニック
70- 2221

小曽根整形外科
72- 7707

横田胃腸
72- 4970

いたくらクリニック
70- 4080

７月18日（日）

館林厚生病院
72- 3140

毎週日曜や内科・外科・産婦人科は
行っています（急患のみ）

真中医院
72- 1630

さくらクリニック
72- 3855

館林地区と同じ７月19日（祝）

板倉耳鼻
80- 4333

土井レディスクリニック
72- 8841

神尾内科
75- 1288

館林地区と同じ７月25日（日）

夜 間
小倉医院
72- 0606

澤田皮膚外科
70- 7703

ゆたか医院
73- 7308

わたらせクリニック
77- 2727

８月１日（日）

夜間急病診療所　73- 2313
診療時間　午後７時～10時

（土曜・日曜日、祝日を除く）
診療内科　内科・小児科

※電話で確認してから受診ください

川田耳鼻
72- 3314

館林医院
74- 2112

橋田内科
72- 0001

館林地区と同じ８月８日（日）

川村耳鼻
72- 1337

慶友整形外科
72- 6000

館林記念病院
72- 3155

井上整形外科
82- 1131

８月15日（日）

（電話で確認してから受診してください）休 祝 日 当 番 医

おもしろ農業体験にて▲

▲町民スポーツフェスティバルにて

板倉高校史跡めぐりにて

▲
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ハロー！　スイートベビー

※「
敬
称
略
」で
掲
載
し
て
い
ま
す
。

※
な
お
、
掲
載
を
希
望
さ
れ
な
い
か

た
は
、
届
け
出
の
際
に
申
し
出
て
く

だ
さ
い
。
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ぐ
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ひ
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セ　
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ば
や
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み
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ざ
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い
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う
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市 

お 

ぐ
ら 

じ
ゅ
ん 

い
ち

 
新 　
 
井 　

ト　

シ

あ
ら 

い

 �
 　よし
 
田 　
 
政  
之  
助 

だ 

ま
さ 
の 
す
け

 
鈴 　
 
木 　
 
清  
次  
郎 

す
ず 

き 

せ
い 
じ 
ろ
う

 
関 　
 
口 　

み　

ゐ

せ
き 

ぐ
ち

 
塩 　
 
田 　
 
一 　
 
郎 

し
お 

だ 

い
ち 

ろ
う

 
小 　
 
峯 　
 
冨  
巳  
雄 

こ 

み
ね 

ふ 

み 

お

 
黒 　
 
田 　
 
勝 　
 
年 

く
ろ 

だ 

か
つ 

と
し
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ご
め
い
ふ
く
を
お
祈
り
し
ま
す

お
誕
生
お
め
で
と
う

 
根  

岸  

翔  

希 

ね 

ぎ
し 

し
ょ
う 

き
（ 

敏 さと
し

・ 
有  

美 

ゆ 

み

）
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 根  岸  翔  希 く ん
ね ぎし しょう き

○生まれたときの体重　2, 600ｇ

�ママから

人の痛みの分かるやさしい子に

なってね！

�パパから

元気でたくましい子に育って！

５月18日生まれ

まどぐち
５月１日～５月31日

ご
結
婚
お
め
で
と
う

 
宮  

内  

一  

晃 

み
や 

う
ち 

か
ず 

あ
き

 
関  

根  

由  

美 

せ
き 

ね 

ゆ 

み

（旧）

（　

関
係
さ
れ
た
み
な
さ
ん
、
申
し
訳

ご
ざ
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

（旧）

（
（旧）

（
　

先
月
号
に
掲
載
し
た
ま
ど
ぐ
ち
に

一
部
誤
り
が
あ
り
ま
し
た
。

○
お
誕
生
お
め
で
と
う

お
詫
び
申
し
上
げ
ま
す

▼
誤　
 
土   
屋   
吏   
輝 
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憲  
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恵  
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つ
ち 

や 

り 

き 

け
ん 
い
ち 

の
り 
こ

�
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憲  
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敬  
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つ
ち 

や 

り 

き 

け
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い
ち 

け
い 
こ

▼
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人 
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文  
香 
）
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は
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ま
さ 
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ふ
み 
か

�

　

正　
 
根   
津   
晴   
斗  
（ 
雅  
人 
・ 
文  
香 
）

ね 

づ 

は
る 

と 

ま
さ 
と 

あ
や 
か

○
ご
結
婚
お
め
で
と
う

▼
誤　
 
小 　
 
林 　
 
祥 　
 
成 　

大
曲

こ 

ば
や
し 

よ
し 

な
り

　
　
　
 
秋 　
 
野 　
 
峰 　
 
子 　

熊
谷
市

あ
き 

の 

み
ね 

こ

�

　

正　
 
小 　
 
林 　
 
祥 　
 
成 　

籾
谷

こ 

ば
や
し 

よ
し 

な
り

　
　
　
 
秋 　
 
野 　
 
峰 　
 
子 　

熊
谷
市

あ
き 

の 

み
ね 

こ

　

過
日
、 今  
村  
光  
一 
さ
ん
抄
訳
・

い
ま 
む
ら 
こ
う 
い
ち

編
に
よ
る
『
ア
メ
リ
カ
上
院
栄

養
問
題
特
別
委
員
会
レ
ポ
ー
ト

い
ま
の
食
生
活
で
は
早
死
に
す

る－

自
分
の
健
康
を
守
る
た
め

の
指
針
』
を
読
み
、
ず
い
ぶ
ん

考
え
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　

巨
額
の
医
療
費
が
注
ぎ
込
ま

れ
て
い
る
の
に
国
民
は
健
康
に

な
ら
な
い
。
何
か
重
要
な
こ
と

を
見
落
と
し
て
い
な
い
か
。　
20

世
紀
初
頭
ア
メ
リ
カ
で
は
ガ

ン
・
脳
卒
中
・
心
臓
病
な
ど
は
少

な
か
っ
た
と
の
こ
と
。
こ
の
委

員
会
で
は
、
先
進
諸
国
に
多
い

病
気
の
多
く
は
、
食
事
や
栄
養

の
と
り
方
の
間
違
い
が
根
本
的

な
原
因
で
あ
る
と
し
て
い
ま
す
。

　

そ
う
い
え
ば
日
本
で
も
同
様

な
傾
向
で
、
た
と
え
ば
昭
和　
26

年
当
時
、
脳 
梗  
塞 
で
死
亡
し
た

こ
う 
そ
く

人
は
３，
４
２
５
人
、そ
れ
が
平

成　

年
に
は
８
万
７，
１
５
３

11
人
と
実
に　

倍
も
の
多
く
の
人

25

が
亡
く
な
っ
て
い
る
そ
う
で
す

し
、
こ
の
こ
と
は
心
臓
病
や
ガ

ン
に
し
て
も
同
様
だ
そ
う
で

す
。
ま
た
成
人
者
の
７
人
に
１

人
が
糖
尿
病
で
は
な
い
か
と
言

わ
れ
て
お
り
ま
す
。

　
 
誰 
し
も
が
健
康
で
長
生
き
し

だ
れ

た
い
。
人
間
の
本
能
で
す
。

　

私
は
医
学
や
栄
養
関
係
、
全

く
の
素
人
で
す
が
、
成
人
病
が

少
な
か
っ
た
昭
和　

年
代
前
半

30

の
食
事
に
注
目
す
る
と
同
時

に
、
食
事
や
栄
養
の
と
り
方
に

も
っ
と
関
心
を
持
つ
べ
き
で
は

な
い
か
、
そ
う
思
い
ま
し
た
。

健
康
と
食
事

板
倉
町
長　

針
ヶ
谷
照
夫

給食にも、安心・安全（北小学校にて）



イタチハギ
（クロバナエンジュ）（まめ科）

　イタチハギは北アメリカ原産の帰化植物

である。大正初年に観賞用として移入され、

庭園に栽培されたのが最初のようである。

本格的に繁殖がみられるようになったのは

第二次大戦後、砂防工事用に植栽されたも

のが野生化して各地に広がった。

　平成16年５月17日に板倉町の板倉川沿い

の植物調査の折りに見いだした。渡良瀬遊

水地にはすでに群生しているが、板倉町内

では最初の自生地と思われる。

　落葉性の低木で樹高は１～３ｍ、葉は奇

数羽状複数葉、花は枝先に穂状に多数密集

して濃紫色。林道工事などに伴って山地深

く侵入し、県内のダム湖周辺などに群生し

ている。繁殖力が異常に強く、日本在来種

との競合により自然植生に影響が 危  惧 され
き ぐ

る帰化植物の一つである。

（板倉町植物調査専門員　 松  澤  篤  郎 ）
まつ ざわ とく ろう

板倉町
テレホンサービス

０１８０
９９－２４００

人　口 16, 392人（－14）
　男          8, 195人 （－11）
　女          8, 197人 （－３）
世帯数 4, 856世帯（＋６）
（　）内は前月比
平成16年６月１日現在

※切り取ってお使いください

テレホンサービスは町からのお
知らせや緊急時の火災情報を提
供しています。
（通話料がかかります）

☆ご利用ください
�
み
な
さ
ん
、
ウ
ィ
ル
ス
っ
て

聞
い
た
ら
何
を
連
想
し
ま
す

か
？　

私
も
そ
う
な
の
で
す

が
、
最
近
で
は
病
気
の
こ
と
で

は
な
く
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ウ
ィ

ル
ス
を
思
い
浮
か
べ
る
か
た
も

多
い
の
で
は
？　

夏
に
向
け
て

ど
ち
ら
の
ウ
ィ
ル
ス
対
策
も
万

全
に
し
た
い
も
の
で
す
。 （
飯
）

�
広
報
縮
刷
版
を
見
る
と
、「
こ

ん
な
こ
と
あ
っ
た
の
」
と
い
う

意
外
な
驚
き
が
い
っ
ぱ
い
で
す
。

広
報
い
た
く
ら
が
６
０
０
号
に

な
り
ま
し
た
。
先
輩
た
ち
の
苦

労
、
歴
史
の
重
さ
を
実
感
し
ま

す
。
こ
れ
か
ら
も
み
な
さ
ん
か

ら
親
し
ま
れ
る
広
報
紙
を
目
指

し
て
努
力
し
た
い
で
す
。 （
伊
）

◇
パ
ソ
コ
ン
や
携
帯
電
話
が
普

及
し
て
飛
躍
的
に
情
報
量
が
増

え
ま
し
た
。
即
時
性
が
最
大
の

魅
力
で
す
。
し
か
し
、
新
聞
を

は
じ
め
紙
媒
体
で
の
情
報
提
供

も
健
在
で
す
。
６
０
０
号
。
こ

れ
か
ら
も
み
な
さ
ん
の
情
報
源

の
一
つ
と
し
て
手
に
し
て
い
た

だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。 （
多
）

�
暑
い
熱
い
夏
が
や
っ
て
き
ま

し
た
ね
。
ち
ょ
っ
と
標
準
オ
ー

バ
ー
ぎ
み
の
私
に
は
つ
ら
い
季

節
。
毎
年
肉
体
改
造
計
画
を
立

て
て
い
る
の
で
す
が
、
腹
筋
は

縦
割
れ
に
な
る
ど
こ
ろ
か
横
割

れ
状
態
。
今
年
こ
そ
と
心
に

誓
っ
て
、
通
販
番
組
を
見
て
い

ま
す
。
効
く
の
か
な
ぁ
。 （
森
）
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